
令 和 ４ 年 ２ 月

山 形 市

令和４年度当初予算案の概要
（内　示　会　資　料）
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Ⅰ　令和４年度山形市当初予算案の概要

１　地方行財政をとりまく環境

⑴　景気動向と国の令和４年度予算

　政府が１月に公表した月例経済報告では、「景気は、新型コロナウイル

ス感染症による厳しい状況が徐々に緩和される中で、このところ持ち直

しの動きがみられる。」としており、先行きについては、感染対策に万

全を期し、経済社会活動を継続していく中で、各種政策の効果や海外経

済の改善もあって、持ち直していくことが期待されるが、感染症の影響

等に十分注意する必要がある。また、金融資本市場の変動等の影響を注

視する必要があるとしている。

　政府は令和３年度予算において、感染拡大防止に万全を期しつつ、中

長期的な課題であるデジタル社会・グリーン社会の実現、活力ある地方

創り、少子化対策など全世代型社会保障制度の構築等にも対応する予算

を措置し、さらには、コロナ克服と新時代開拓のための経済対策を策定

し、ウィズコロナ下での社会経済活動の再開と次なる危機への備えなど

に対応するため補正予算を編成している。

　令和４年度予算については、新型コロナ対策に万全を期しつつ、「成長

と分配の好循環」による「新しい資本主義」の実現を図るため、令和３

年度補正予算と一体として、必要な措置を計上している。

　一方で、「骨太方針2021」で定めた歳出改革の取組を強化するとともに、

予算の質の向上を目指している。

　その結果、令和４年度の国の一般会計予算総額は107兆5,964億円とな

り、前年度比0.9％の増となっている。
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⑵　令和４年度地方財政の見通しと山形市の状況

　国が示した令和４年度の地方財政対策では、地方税は7.7％の増を見

込んでおり、地方交付税は3.5％の増、臨時財政対策債は67.5％の減とし、

全体として地方一般財源総額は0.8％増となっている。

　一方、山形市の令和４年度の見通しについては、歳入では、感染症拡

大の長期化に伴う影響が懸念されるものの、給与所得の伸びや企業の生

産活動の回復等による市民税の増を見込むとともに、固定資産税におけ

る土地の税額据置措置や中小事業者等に対する事業用家屋及び償却資産

の特例措置が終了するなどを勘案し、市税収入は前年度比7.6％の増を

見込んだ。

　地方消費税交付金については、個人消費の持ち直しなどを勘案し、前

年度比3.4％増を見込むとともに、地方交付税及び臨時財政対策債は、

国の地方財政対策等を踏まえ、それぞれ前年度比3.2％の増、59.8％の減

を見込んだ。

　また、歳出においては、山形市発展計画2025に基づく事業の推進、社

会保障の充実、既に着手している大規模施設等の整備などに加えて、ア

フターコロナに向けた経済活性化策や住民の生活意識等の変化による新

たなニーズへの対応など、多くの行政需要が見込まれることから、より

一層の財源確保に努めるとともに、将来負担の平準化に取り組み、持続

可能な財政運営を構築し、政策の実行を図ることが必要である。

２　令和４年度当初予算編成の基本方針

　令和４年度は、「山形市発展計画2025」の中間に位置する年となり、健

康医療先進都市の実現に向けた重要な一年となることから、各種施策に

掲げる目標を確実に達成するため予算編成を行った。

　歳出については、感染症の拡大防止と社会経済活動の両立による日常
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生活の回復に取り組むとともに、市民の安全・安心な暮らしを守ってい

くために不可欠な行政サービスを確保したうえで、重点政策を推進する。

　事業の推進にあたっては、限られた財源を有効に活用し、事業の進捗

状況等を的確に把握しながら優先付けを行うなど財政負担の平準化に取

り組むとともに、市民目線によるニーズ等を見極め、スピード感を持ち、

メリハリのある施策を展開していく。

　なお、海外との交流事業や開催にあたり新型コロナウイルス感染症の

影響を受ける事業等への対応については、現時点において実施の見込み

や必要経費等を算定することが困難であることから、今後の感染症の拡

大状況等を鑑み、適宜、補正予算等において対応する。

　歳入については、国及び県の制度改正等に関する情報収集に努め、市

税及び交付税等の的確な見積もりを行うとともに、活用可能な国や県な

どからの交付金等を計上するなど、その確保に努める。

　また、ふるさと納税、クラウドファンディング、ネーミングライツ、

広告収入及び財産の売払いや貸付けなど積極的な財源の確保にも努める

とともに、財政の健全性に配慮しながら活用可能な有利な起債について

計上を行った。

　この結果、一般会計の予算規模は993億6,800万円となり、前年度当初

予算に比較して27億2,600万円、率にして2.8％の増となった。

　また、９つの特別会計及び３つの企業会計を含めた全会計の予算総額

は、1,929億8,733万４千円で、前年度比2.4％の増となった。
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３　令和４年度一般会計予算

⑴　歳 入 予 算

　主な増減については以下のとおりである。

①　市　　　税

　362億670万８千円を計上した。新型コロナウイルス感染症の影響

や県内外の経済情勢等を勘案して見込んだものであり、前年度より

25億5,800万８千円、7.6％の増とした。

　個人市民税については、給与・雇用等の情勢を踏まえ、納税義務者

数の増や給与所得の伸び等を勘案し、前年度比5.7％の増とした。

　法人市民税については、生産活動や個人消費の回復、円安及び原油

をはじめとした原材料高などの影響を勘案し、前年度比55.8％の増と

した。

　固定資産税は、令和３年度税制改正に伴う土地の税額据置措置の終

了及び、家屋の評価替えや事業用家屋及び償却資産に対する課税標準

の特例措置の終了等を勘案し、前年度比4.5％の増とした。

②　地方譲与税

　６億7,000万円を計上した。地方揮発油譲与税については、現行制

度や交付実績等を踏まえ、前年度と同額の１億4,700万円とした。自

動車重量譲与税については、現行制度や交付実績等を踏まえ、前年度

より1,400万円、3.0％の増を見込んだほか、森林環境譲与税について

は、国の譲与基準を踏まえ、前年度より1,000万円、29.4％の増とした。

③　法人事業税交付金

　５億8,000万円を計上した。交付実績等を踏まえ、前年度より１億
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8,000万円、45.0％の増とした。

④　地方消費税交付金

　62億6,580万円を計上した。交付実績やワクチン接種の進捗等によ

る消費回復等を踏まえ、前年度より２億580万円、3.4％の増とした。

⑤　環境性能割交付金

　5,200万円を計上した。税率の臨時的軽減措置の終了や交付実績等

を踏まえ、前年度より400万円、8.3％の増とした。

⑥　地方特例交付金

　２億5,300万円を計上した。新型コロナウイルス感染症対策地方税

減収補塡特別交付金の終了などを踏まえ、２億2,400万円、47.0％の

減とした。

⑦　地方交付税

　103億3,000万円を計上した。国の地方財政対策の伸び率等を勘案

し、前年度より３億1,600万円、3.2％の増とした。

⑧　分担金及び負担金

　前年度とほぼ同額の８億1,957万円を計上した。

⑨　使用料及び手数料

　前年度とほぼ同額の15億4,860万９千円を計上した。

⑩　国・県支出金

　国と県を合わせて241億114万７千円を計上した。道の駅整備事業
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や道路新設改良事業、南沼原小学校校舎等改築事業等の推進に伴う事

業費の増のほか、令和３年度国補正予算に対応した事業費の増などに

より、前年度より25億3,859万７千円、11.8％の増とした。

⑪　財 産 収 入

　２億7,723万７千円を計上した。前年度より4,429万７千円、13.8％

の減とした。

⑫　寄　附　金

　前年度とほぼ同額の20億2,100万円を計上した。

⑬　諸　収　入

　60億8,228万円を計上した。産業振興資金貸付金元利収入などの商

工業金融対策事業に係る貸付金元利収入の減により、前年度より８億

9,978万１千円、12.9％の減とした。

⑭　市　　　債

　70億6,310万円を計上した。臨時財政対策債については、国の地方

財政対策を勘案し、20億9,210万円を計上し、前年度より31億1,240

万円の減とした。事業に係る起債としては、山形広域炊飯施設整備事

業の工事終了などに伴う減はあったものの、道の駅整備事業や高機能

消防指令センター整備事業などに伴い、前年度より４億4,030万円の

増とした。

　全体としては、前年度より26億7,210万円、27.4％の減とした。

⑮　そ　の　他

　その他の歳入についても、可能な限りその確保に努めた。なお、発
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展計画を推進するための財源調整として、財政調整基金から９億8,715

万９千円、減債基金から３億円を繰入れるなど、所要の財源を確保し

た。

⑵　歳 出 予 算

　主な増減については以下のとおりである。

①　議　会　費

　６億6,230万１千円を計上した。昨年度実施した調査研究・資料共

有用タブレット・Wi-Fi導入事業の完了に伴う減等により、前年度よ

り340万１千円、0.5%の減とした。

　

②　総　務　費

　95億8,319万１千円を計上した。道の駅整備事業や北山形駅バリア

フリー化整備事業の増等があるものの、山形広域炊飯施設建設事業や、

あかねケ丘陸上競技場３種公認更新事業の完了に伴う減等により、前

年度より５億2,831万６千円、5.2%の減とした。

③　民　生　費

　390億1,032万４千円を計上した。認定こども園に係る施設型給付

費や障がい福祉サービスに係る自立支援給付費の増や、重層的支援体

制整備事業の開始により地域包括支援センター運営事業などが介護保

険事業会計から一般会計に移行したことに伴う増等により、前年度よ

り15億4,498万８千円、4.1%の増とした。

④　衛　生　費

　77億5,219万１千円を計上した。新型コロナウイルス感染症対策経
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費や、山形広域環境事務組合への負担金の増等により、前年度より

１億6,166万３千円、2.1%の増とした。

⑤　労　働　費

　４億3,445万９千円を計上した。雇用調整助成金申請支援補助金の

増等により、前年度より835万９千円、2.0%の増とした。

⑥　農林水産業費

　19億3,892万１千円を計上した。市産材オリンピックレガシー活用

事業や園芸やまがた所得向上支援事業の増等に伴い、前年度より581

万３千円、0.3%の増とした。

⑦　商　工　費

　73億2,949万５千円を計上した。地域活性化プレミアム付電子商品

券事業や飲食店応援プレミアム付商品券事業の増があるものの、東北

絆まつりの山形開催の終了や、製造業等の立地促進や中小企業等への

融資あっせん事業貸付金の減等により、前年度より11億6,091万７千

円、13.7%の減とした。

⑧　土　木　費

　118億3,974万１千円を計上した。都市計画街路事業、橋りょう長

寿命化修繕事業、七日町第８ブロック南地区くらしにぎわい再生事業

及び本町第１ブロック南地区地域生活拠点型再開発事業の増等によ

り、前年度より８億8,317万１千円、8.1%の増とした。

⑨　消　防　費

　32億9,869万２千円を計上した。高機能消防指令センター整備事業
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や消防団員の報酬額改定等の処遇改善に伴う増等により、前年度より

５億8,769万３千円、21.7%の増とした。

⑩　教　育　費

　91億5,884万２千円を計上した。南沼原小学校校舎等改築事業、小・

中学校での統合型校務支援システム整備事業、図書館空調設備改修工

事及び商業高等学校校舎等改築事業の増等により、前年度より11億

6,052万１千円、14.5%の増とした。

⑪　災害復旧費

　4,657万１千円を計上した。前明石須刈田線本沢橋災害復旧事業の

増に伴い、前年度より2,687万４千円、136.4%の増とした。

⑫　公　債　費

　82億6,327万２千円を計上した。市債の利子償還金は減となったが、

過去に発行した臨時財政対策債の元金の増に伴い、前年度より8,955

万２千円、1.1%の増とした。

⑬　予　備　費

　5,000万円を計上した。
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４　特別会計・企業会計予算

⑴　特別会計予算

　国民健康保険事業会計ほか８事業会計の総額で504億4,264万１千

円を計上、前年度より5,795万８千円、0.1％の増とした。

　前年度より増となるのは、保険給付費や国民健康保険事業費納付金

等の増による国民健康保険事業会計、後期高齢者医療広域連合納付金

等の増による後期高齢者医療事業会計などであり、前年度より減とな

るのは、公債費の減による区画整理事業会計や、重層的支援体制整備

事業の開始に伴い一部事業が一般会計へと移行した介護保険事業会計

などである。

⑵　企業会計予算

　水道事業会計、公共下水道事業会計及び市立病院済生館事業会計の

３企業会計の総額で431億7,669万３千円を計上、前年度より17億

5,336万２千円、4.2％の増とした。

　水道事業会計は109億6,574万1千円で、山形市土地開発公社への貸

付などのため、前年度より16.7％の増、公共下水道事業会計は172億

1,298万９千円で、雨水管渠整備工事や企業債償還金の増などにより、

前年度より0.1％の増、市立病院済生館事業会計は149億9,796万３千

円で、人件費や診療材料費の増等により、前年度より1.1％の増とした。
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５　予算総額・市債等の状況（一般会計）

（単位　千円）

項　　　　目 令和４年度 令和３年度 増　減 対前年比(%)

歳入・歳出予算総額 99,368,000 96,642,000 2,726,000 2.8

市債発行額 7,063,100 9,735,200 △ 2,672,100 △ 27.4

事　業　分 4,971,000 4,530,700 440,300 9.7

臨時財政対策債分 2,092,100 5,204,500 △ 3,112,400 △ 59.8

公　債　費

（一時借入金利子・事務費除く）
8,261,023 8,171,971 89,052 1.1

事　業　分 4,464,306 4,516,945 △ 52,639 △ 1.2

臨時財政対策債分 3,796,717 3,655,026 141,691 3.9

市債年度末現在高見込額 111,219,997 111,937,570 △ 717,573 △ 0.6

事　業　分 65,202,934 64,362,682 840,252 1.3

臨時財政対策債分 46,017,063 47,574,888 △ 1,557,825 △ 3.3

財 政 調 整 基 金 積 立 金

現 在 高 見 込 額
3,522,302 4,502,904 △ 980,602 △ 22.1

注： 市債年度末現在高見込額・財政調整基金積立金現在高見込額は令和３・４年度とも令和４年度当初 

予算編成時点の額、それ以外は、各年度における当初予算編成時点の額です。
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６　重点政策の主な事業

　「山形市発展計画2025」では、基本方針として「健康でいきいきと暮

らせるまちづくり」、「持続的発展が可能な希望あるまちづくり」及び「発

展計画を推進するための共通基盤づくり」の３つを掲げ、計画期間に取

り組む重点政策として、次の８つの柱と５つの共通基盤で構成する。

　　「健康でいきいきと暮らせるまちづくり」

　　　（１）　健康の保持・増進

　　　（２）　健やかな子どもの育成

　　　（３）　地域共生社会の実現

　　「持続的発展が可能な希望あるまちづくり」

　　　（４）　創造都市の推進

　　　（５）　地域経済の活性化

　　　（６）　山形ブランドの浸透と交流の拡大

　　　（７）　都市の活動を支える基盤整備

　　　（８）　環境保全

　　「発展計画を推進するための共通基盤づくり」

　　　（Ａ）　チャレンジできる環境の創出

　　　（Ｂ）　広域連携の推進

　　　（Ｃ）　協働の推進

　　　（Ｄ）　行財政改革の推進

　　　（Ｅ）　アフターコロナにおける地方創生の推進

　これらの重点政策に該当する主な施策事業について次に示す。
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⑴　健康の保持・増進

　SUKSK（スクスク）生活の推進については、「健康医療先進都市」の

確立に向け、市民の健康づくりを一層推進し、健康に対する意識を高め

るため、食事（S）、運動（U）、休養（K）、社会（S）、禁煙・受動喫煙

防止（K）に留意する「SUKSK（スクスク）生活」や保健所内のシン

クタンクで調査研究している重点項目「減塩・歯周病・腹部肥満・フレ

イル」について、これらとの関連が高い事業と連携した普及啓発に取り

組む。

　SUKSK（スクスク）生活の実践による健康寿命の延伸では、事業所

やフィットネスクラブ等の民間施設と連携した健康ポイント事業

SUKSK（スクスク）を展開するなど、市民が楽しみながら健康づくり

を行う環境を整え、参加者12,000名を目標に事業を推進する。

　感染症に強いまちづくりについては、感染予防と正しい知識の普及啓

発を行うことに加え、無症状で濃厚接触者でない方を対象としたPCR検

査センターを運営し、感染の予防及び拡大を防止するとともに、市民の

感染に対する不安を解消するため、PCR検査センターにおいて、市民を

対象に無料で検査を実施する。

　また、感染症に対する妊婦の不安を解消し、安心して出産を迎えても

らうため、分娩前に新型コロナウイルス感染症検査を行う場合の費用を

引き続き支援するとともに、県外から里帰りする妊婦の里帰り時及び分

娩前の検査費用に対し補助を行う。

　身近でスポーツに親しむことができる環境の整備については、健康な

体づくりの推進として、市民がスポーツや健康づくりに親しむ機会を提

供するため、山形市民スポーツフェスタを継続して開催する。

　既存の公共施設等を活用した運動機会の創出では、令和３年度に策定

するウォーキング推進計画等に基づき、ウォーキング及びサイクリング
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のモデルコース設定基準を策定し、既存コースの見直しや新規コースの

設定を行い、市民のウォーキングや自転車利用の促進と定着に向けた取

組を進める。

　また、少子化等に伴い利用が減少している児童遊園を子どもから高齢

者まで幅広い年齢層が利用できる広場とするため、健康器具等を設置し、

運動機会の創出を推進する。

　身近なスポーツ施設の整備では、県から借り受け、令和３年度から管

理運営を行っているあかねケ丘陸上競技場について、３種公認の更新に

係る改修工事等が完了したことから、県内の各種大会や記録会の開催等

に向けて、供用を再開する。

　また、年齢を重ねても健康でいられるよう、身近なスポーツを通した

健康づくりを推進するため、山形市グラウンド・ゴルフ場や馬見ケ崎パー

クゴルフ広場等の運営・維持管理を引き続き行う。

　疾病予防の充実・生活衛生の確保については、疾病予防対策の充実と

して、歯周疾患を予防し、歯と口腔の健康づくりを推進するため、公民

館等での集団健診にあわせて唾液検査による歯周病検診を行うととも

に、65歳以上の市民等を対象にインフルエンザ予防接種料金の一部助成

や高齢者肺炎球菌予防接種事業を引き続き実施する。

　疾病の早期発見対策の充実では、がんの早期発見・早期治療を図るた

め、特に、子宮頸がん・乳がん・前立腺がんの３つの検診について、一

定年齢に達した方に対し無料クーポン券を配布し、受診を促進する。

　生活衛生の確保では、飼い主のいない猫等の繁殖を抑制し、住民に対

する危害や迷惑を未然に防ぐとともに、動物愛護精神の高揚を図るため、

引き続き猫の不妊又は去勢手術に対する費用の一部を助成する。令和４

年度は不妊手術費用に対する助成額を増額することにより、自己負担を

軽減し事業の推進を図る。

　安心して暮らせる医療体制の充実については、より多くの市民が最先
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端の高度医療を利用できるよう、山形大学医学部附属病院で重粒子線が

ん治療を受ける市民の治療費等に対し、引き続き助成を行うとともに、

制度の周知を図る。

　医療サービスの充実では、がん患者の治療と就労の両立及び療養生活

の質の向上に向け、がんの治療に伴う医療用ウィッグ及び乳房補整具の

購入費に対し助成を行うとともに、けがや病気の不安を解消するため、

「24時間健康・医療相談サービス」を引き続き行う。

　子ども医療の充実では、義務教育終了までのこども医療費の無料化を

はじめ、未熟児や小児慢性特定疾病、重度の障がいを持つ子どもたちな

どが、安定した医療サービスを受けられるよう医療費に対する助成を継

続して行う。

　また、医療的ケア児の受け入れを行う障がい児通所支援事業所に対し、

受入時間の延長に伴う看護師の配置に係る費用を支援し、サービス提供

体制の充実を図る。

　高齢者の在宅医療を支える仕組みづくりでは、医療と介護が必要な高

齢者が、住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、医療機関及

び介護サービス事業者等と連携し、医療と介護の一体的な提供体制を構

築する。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 PCR検査センター

運営事業

4,558 感染の予防及び拡大を防止するため、無症状で濃厚接

触者でない方を対象としたPCR検査センターを運営す

る。

新 規 PCR検査センター

に お け るPCR検 査

の無償化事業

12,445 市民の感染に対する不安を解消するとともに、早期発

見による感染拡大を防止するため、PCR検査センター

において無料で検査を実施する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 SUKSK（スクスク）

生活推進事業

39,707 市民の健康に対する意識を高めることを目的に、食事

（S）、運動（U）、休養（K）、社会（S）、禁煙・受動喫

煙防止（K）に留意する「SUKSK（スクスク）生活」

の普及に取り組む。令和４年度は、健康ポイント事業

SUKSK（スクスク）の目標参加者を8,000名から12,000

名に増やし、個人参加及び市内事業所の参加を積極的

に募集する。また、市直営の事業だけでなく、フィッ

トネスクラブの利用も対象とし、住民主体の健康づく

り活動を推進する。（③37,450千円）

拡 充 学校給食をとおし

た食育推進事業

61 健康の保持・増進のための学校給食センターの見学と

紹介、食育に関する講話や情報提供、学校給食の試食

を行うことで、食育に関心を持ってもらい、健康寿命

の延伸を図る。令和４年度は実施回数を増やす。

（③１回→④２回）（③31千円）

拡 充 住宅リフォーム総

合支援事業

（併記）

114,014 市内住宅関連産業を中心とした地域経済活性化と住環

境の向上を図るため、住宅リフォームやブロック塀等

の撤去工事に対する支援を行う。また、令和４年度は

脱炭素等に配慮した住宅リフォーム等について、対象

者の要件を拡充する。

拡 充 山形市地域公共交

通計画推進事業

（併記）

10,739 令和２年度策定の「山形市地域公共交通計画」に基づ

き、多様な交通手段による総合的かつ効果的な公共交

通ネットワークの構築を目的に、令和４年度はモデル

地区２地区を対象に新たな公共交通の実証運行を行

う。また、２地区においては導入に向けた協議・検討

を継続して行う。

拡 充 山形市中心市街地

活性化戦略推進事業

（併記）

33,369 中心市街地グランドデザインの具現化に向け、中心市

街地活性化戦略本部の運営や、山形エリアマネジメン

ト協議会において、やまがた街なか出店サポートセン

ター事業、街なか情報発信事業等を継続していくとと

もに、新たに山形駅前大通りのテラス化事業を実施す

る。

拡 充 七日町歴史と文化 

活用街区整備事業

（併記）

147,900 中心市街地である七日町地区には、登録有形文化財で

ある料亭や歴史的地域資源である御殿堰があることか

ら、街路事業に併せ、中心市街地の活性化に結びつく

街区整備を行い、街なかの回遊性向上及び賑わいの創

出を図る。また、画地の整形や再配置により、土地の

有効な利活用を促進し、経済的効果及び商業・文化活

動の活性化を図るため、物件補償調査算定、意向調査、

換地設計及び実施計画の策定等を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 妊婦への新型コロ

ナウイルス感染症

検査事業

5,400 新型コロナウイルス感染症に対する妊婦の不安を少し

でも解消し、安心して出産を迎えてもらうため、分娩

前に新型コロナウイルス感染症検査を行う場合の費用

について支援を行う。令和４年度は、県外から山形市

に里帰りする妊婦を対象に、里帰りした時点での検査

についても支援を行う。

拡 充 介護予防・日常生

活支援総合事業

（併記）

（介護保険事業会計）

667,338 介護予防を目的とした通所型サービスや訪問型サービ

ス等を実施し、地域全体で支え合うための仕組みを推

進する。令和４年度は元気あっぷ教室に栄養・口腔機

能強化のための加算を新設するほか、介護予防教室の

実施等、高齢者自身が積極的に介護予防に取り組める

ように支援する。（③645,937千円）

拡 充 地域介護予防活動

支援事業

（併記）

【 重層的支援体制整

備事業】

1,408 高齢者の介護予防や地域での支え合い体制を推進する

ため、住民主体の通いの場の立ち上げや継続を支援す

る。令和４年度からは、重層的支援体制整備事業の地

域づくり事業として実施する。

拡 充 雪につよい消雪道

路整備事業

（併記）

72,000 冬期間における車両のスリップ事故を防止し、人・自

転車の回遊性を高め、安全で快適な道路環境を確保す

る事を目的に、消雪道路を整備する。令和４年度は測

量設計が完了した蔵王温泉地内線の13ほか１路線の

工事に着手する。（③17,550千円）

拡 充 健康増進ウォーキ

ングロード及びサ

イクリングロード

整備事業

3,641 令和３年度に策定する「（仮称）山形市ウォーキング

推進計画」及び「（仮称）山形市自転車活用推進計画」

に基づき、ウォーキング及びサイクリングモデルコー

スの設定に係る基準を策定し、既存コースの見直しや

新規コースの設定を行い、市民のウォーキングや自転

車利用の促進と定着に向けた各種取組を進める。

拡 充 猫の不妊・去勢手 

術費補助金交付事

業

2,316 飼い主のいない猫等の繁殖を抑制し、住民に対する危害

や迷惑を未然に防ぐとともに、動物愛護の精神の高揚を

図るため、猫の不妊又は去勢に係る手術費用の一部を助

成する。なお、ガバメントクラウドファンディングを活用

し事業の周知を図る。令和４年度は、不妊手術の補助上

限額を8,000円から10,000円に引き上げる（③1,521千円）

拡 充 地域包括支援セン

ター運営事業

（併記）

【 重層的支援体制整

備事業】

349,551 地域住民の心身の健康の保持及び住み慣れた地域での

継続した生活を図るため、地域包括支援センターを設

置し、総合的な相談支援を行う。令和４年度は、事務

職等の配置による効果的かつ効率的な業務体制を確実

なものにするため、基本委託における職員配置基準に

事務職等を追加する。さらに、65歳未満の方々の相談

対応を行った場合の加算を新設する。（③344,169千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 SUKSK（スクスク）

生活普及啓発事業

1,375 市民の健康づくりに向けた活動を一層推進させるた

め、「SUKSK（スクスク）生活」や保健所内に設置し

たシンクタンクで調査研究している重点項目「減塩・

歯周病・腹部肥満・フレイル」について、これらとの

関連が高い各課の事業等において共通・連携した普及

啓発の取組みを実施する。

継 続 推定食塩摂取量検査

事業

3,198 SUKSK（スクスク）生活を推進する一環として、食

事（S）における減塩について市民の意識を高めるた

め、推定食塩摂取量検査を公民館等で行う集団健診に

あわせて行う。加えて、検査結果を踏まえた栄養改善

講座を実施することで、市民が減塩に取り組む機会を

創出する。

継 続 済生館健康増進事業 

（併記）

（ 市立病院済生館 

事業会計）

309 「健康医療先進都市」の実現に向けて、院内レストラ

ンにおいてヘルシーで栄養バランスの取れたメニュー

の提供を行う。

継 続 在宅介護支援住宅

改修補助事業

（併記）

4,000 高齢者や障がい者等ができるだけ長く在宅での生活を

続けられるよう、対象となる住宅改修工事（バリアフ

リー工事、感染症対策工事等）を認定するとともに、

その費用の一部を補助し負担軽減を図る。

継 続 中心市街地歩行者

空間創出等事業

（併記）

27,567 中心市街地の活性化を図るため、すずらん商店街及び

七日町大通りにおいて、イス・テーブルやパークレッ

トの仮設、自動車の走行速度抑制等、道路空間の利活

用の更なる高度化にむけた取組み（安全・快適な歩行

空間の確保や賑わいの創出等に資する取組み）を社会

実験として実施する。

継 続 災害対策備蓄品整 

備事業

（併記）

3,836 災害発生時に最低限必要な物資の供給体制を整備する

ことを目的に、東日本大震災の経験を踏まえ、避難所

運営や、高齢者や障がい者など避難生活に特に配慮を

要する方に必要な物資について、公助による備蓄を推

進する。

継 続 新型コロナウイル 

ス感染症に係るこ

ころの健康相談事

業

244 新型コロナウイルス感染症の流行に伴い精神的に不調

をきたす方へのこころの健康相談窓口を積極的に周知

するとともに、感染への不安を抱える市民に対し、必

要に応じてこころの健康相談を行う。

継 続 感染症予防に係る

正しい知識の普及・

啓発事業

176 市民や事業者等の要望等に応じて感染症予防について

の研修会を行うとともに、高齢者福祉施設などの施設

職員を対象としてオンライン研修を実施し、感染症の

予防についての正しい知識の普及啓発を図る。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 新型コロナウイル

ス感染症に係る消

毒費支援補助金交

付事業

2,040 新型コロナウイルス感染症の患者が発生した場合に、

保健所の指導に基づき消毒を実施した費用に対し補助

を行う。

継 続 妊婦健康診査事業

（併記）

153,525 妊婦の健康管理の充実や、妊娠・出産に係る経済的負

担を軽減するため、妊婦の健康診査（14回）に対し

助成を行う。

継 続 育児支援サービス

事業

990 新型コロナウイルス感染症の流行が続く中で、里帰り

出産ができなくなった妊産婦を対象として、里帰りを

しなくても安心して産前・産後期を過ごせるように育

児・家事サービスの支援を行う。

継 続 新・生活様式対応

コロナ対策宣言店

PR事業

70 コロナ対策宣言店において、新型コロナウイルス感染

症の拡大防止のPRに努める。

継 続 チャレンジ企業応援

事業

（併記）

6,011 国内外における競争力の強化や将来への飛躍を目指す

市内中小企業の製品づくり・技術導入・新たな分野へ

の参入を支援することで、本市の産業の活性化を図る。 

なお、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の製品

開発等に新たに取り組む場合には、健康・医療分野に

該当とし、高い補助率を適用し支援する。

継 続 女性の健康づくり

支援事業

（併記）

109 女性が思春期、妊娠・出産期、更年期、高齢期等人生の

各段階に応じた適切な健康の保持増進を自ら行うことが

できることを目的に、健康相談及び健康講座を行う。

継 続 生涯スポーツ・競 

技スポーツ推進事 

業

36,000 市民が身近なスポーツに親しむことができ、健康な体

づくりを推進するため、山形市体育・スポーツ総合推

進本部において生涯スポーツ、競技スポーツ、学校体

育スポーツの振興と強化を図る。

継 続 山形市民スポーツ

フェスタ開催事業

4,800 市民がスポーツや健康づくりに親しむきっかけづくり

の場として、関係団体と連携しながら、総合スポーツ

センターを会場に各種スポーツ体験や健康増進に係る

プログラム等を実施する。また、アフターコロナを見

据えた動画配信コンテンツやパラリンピック競技の体

験なども行う。

継 続 旧双葉小学校利活 

用推進事業

5,851 双葉地区を中心とした地域振興を図るため、旧双葉小

学校の校舎等の利活用を行う。

継 続 児童遊園への健康

器具等設置事業

10,000 少子化等によって利用が少ない児童遊園について、子

どもから高齢者まで幅広い年齢層が活用できる広場と

するために、健康器具の利用状況等の検証結果を踏ま

え、ニーズ調査で要望のあった児童遊園を中心に５か

所程度に健康器具等を設置する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 スポーツ環境整備

事業

37,314 年齢を重ねても健康でいられるよう、身近なスポーツ

を通した健康づくりの推進を図るため、山形市グラウ

ンド・ゴルフ場（コンフォート ヤマガタ グラウンド・

ゴルフ場）や馬見ケ崎パークゴルフ広場の運営・維持

管理を行うほか、地域運動広場の運営に必要な備品等

の購入に対する補助等を行う。

継 続 総合スポーツセン

ター改修整備事業

22,021 施設の機能維持や利用者の利便性の向上を図るため、

給水機、移動式バスケットゴール、スポーツトラク

ター、ピッチングマットの更新等を行う。

継 続 あかねケ丘陸上競技

場管理運営事業

35,312 あかねケ丘陸上競技場は、令和３年度から市が山形県

より無償で施設を借受け管理を行っている。令和４年

度は、３種公認更新に係る改修工事等が終了したこと

に伴い通年での運営を行う。

継 続 高齢者肺炎球菌予 

防接種事業

14,191 高齢者肺炎球菌の予防接種について、定期接種の対象

である65歳以上で５歳刻みにある年齢の者に加え、

76歳以上の任意接種者に対して予防接種料金の一部

を助成する。

継 続 高齢者インフルエ

ンザ予防接種事業

65,954 65歳以上の市民等を対象として、インフルエンザ予

防接種料金の一部を助成する。

継 続 歯と口腔の健康づ

くり推進事業（唾

液検査による歯周

病検診）

1,394 歯周疾患の予防と早期発見を目的に、唾液検査による

歯周病検診を公民館等で行う集団健診にあわせて行

う。令和５年度までに全地区実施を目指す。

継 続 胃がんリスク層別

化検査事業（ＡＢ 

Ｃ分類）

704 胃がん発生の抑制を図るため、胃部エックス線（バリ

ウム）検査と併用して、胃がんになりやすいかどうか

のリスク（危険度）を採血によって判定する検査を実

施し、リスクに応じて医療機関への受診を促す。

継 続 胃がん検診（内視

鏡検査）事業

10,046 胃がんの早期発見・早期治療を図るため、胃部エック

ス線（バリウム）検査への一部助成に加え、50歳以

上の偶数年齢の者が受診する胃内視鏡検査への一部助

成を実施する。

継 続 肝炎ウイルス検診

事業

1,971 肝炎ウイルス検診の受診機会を拡大するため、健康診

査にあわせて受診できる体制を整備し、検診費用の一

部を助成する。

継 続 がん検診推進事業 11,257 がんの早期発見・早期治療を図るため、特に、子宮頸

がん・乳がん・前立腺がんの３つの検診について、一

定年齢に達した者に対し無料クーポン券等を配布し、

がん検診を実施する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 妊婦歯科健康診査

事業

（併記）

4,120 早産や低体重児の出生リスクに影響する妊婦の歯周病

等の早期発見・早期治療を図るため、妊婦の歯科健康

診査と歯科保健指導に対し助成を行う。

継 続 公衆浴場における

レジオネラ症感染

防止対策の強化事業

199 レジオネラ症の発生防止のため、発生リスクが高い循

環式浴槽の公衆浴場に対する監視を強化し、営業者の

衛生対策意識を高めることで、市民が安心して浴場を

利用できる環境の保持に努める。

継 続 食肉衛生周知事業 20 市民の食肉衛生に対する意識を高め、食肉に起因する

健康被害の防止を図るため、広報やまがたや市公式ホー

ムページを活用した食肉衛生事業の周知を行う。また、

市内の高校生を対象とした食肉衛生講座を実施する。

継 続 重粒子線がん治療費

助成事業

1,913 山形大学医学部における重粒子線がん治療について、

より多くの市民が最先端の高度医療を受診する機会を

確保するため、治療費の一部を助成する。また、治療

費を金融機関から借り入れた場合の利子に対する助成

をあわせて実施する。

継 続 がん患者医療用ウ

イッグ・乳房補整 

具購入助成事業

2,492 がん患者の治療と就労の両立、療養生活の質の向上に

向け、がんの治療に伴う医療用ウィッグの購入費、及 

び乳がん患者の乳房補整具購入費に対する助成を行う。

継 続 特定不妊治療費助

成事業

（併記）

17,955 令和４年４月から特定不妊治療費の保険適用が開始さ

れる予定であるが、令和３年度中に治療を開始し、令

和４年度に治療が終了する年度跨ぎ分について、令和

３年度中に支払った医療費分が全額自己負担となるこ

とから、その費用の一部を助成する。

継 続 自立支援医療事業

（併記）

270,159 障がい者及び障がい児の自立の促進、福祉の向上を図

るため、障がいを軽くしたり回復させたりする手術等

を受けた際の自己負担金の軽減を行う。

継 続 済生館改築整備計

画検討事業

（ 市立病院済生館 

事業会計）

30,000 令和３年度策定の基本構想に基づき、建築候補地の検

討を含め、詳細な整備計画の検討を行う。

継 続 24時間健康・医療

相談サービス事業

15,452 市民を対象とした電話による健康・医療相談サービス

を委託し、けがや病気で119番通報に迷う場合や健康

状態等に関して、医師等の専門スタッフが24時間365

日無料で相談に応じることで、119番通報に対する不

安の解消を図り、サービスの更なる利用促進に向けた

広報を行う。

継 続 小児慢性特定疾病

医療支援事業

51,236 小児慢性特定疾病により長期的な療養を必要とする児童

について、健全な育成を図るため、指定医療機関で受診

した小児慢性特定疾病に係る医療費の一部を助成する。
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⑵　健やかな子どもの育成

　教育環境の整備・次代を担う人材の育成については、新しい時代に必

要な資質・能力の向上として、ICT機器を活用した教育の質の向上を図

るため、モデル校において電子黒板を導入し、タブレット端末との併用

による学習効果の検証を行う。

　また、校務の効率化により教職員の業務負担を軽減し、児童生徒に対

する教育の充実を図るため、統合型校務支援システムを導入し、学校に

おける情報の一元管理に取り組む。

　さらに、複式学級のある学校の増加に対応するため、アシスタント・

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 未熟児養育医療給

付事業

11,817 医療が必要となる未熟児について、医療費と食事療養

費に対する給付を行う。

継 続 結核児童療育給付

事業

143 長期の療養を必要とする結核児童に対して、医療費の

ほか学習用品や日用品に対しての給付を行う。

継 続 障がい児通所支援

事業

1,185,274 障がいのある児童等に対して、集団生活への適応訓練

や治療、社会との交流の促進や活動場所の提供を行う。

継 続 医療的ケア児受入

促進事業

989 医療的ケアを必要とする障がい児を受け入れするた

め、看護師を配置している障がい児通所支援事業所に

おいて、受入時間の延長を行う場合、サービスを安定

して提供できる体制を整備できるよう支援を行う。

継 続 重度心身障がい（児）

者医療給付事業

542,159 重度心身障がい（児）者の医療費の全部又は一部を給付

し、受給者の医療費負担の軽減を図る。

継 続 こども医療給付事業 

（併記）

1,102,491 義務教育終了までのこども医療費を無料化し、保護者

の医療費負担の解消を図る。

継 続 在宅医療・介護連 

携推進事業

（併記）

（介護保険事業会計）

10,833 医療と介護を必要とする高齢者への一体的なサービス

提供体制を構築するため、山形市医師会に在宅医療・

介護連携室の運営を委託する。また、在宅療養と人生

会議の普及を図るため、連携室と地域包括支援セン

ター等が連携し、啓発動画等を活用しながら周知・広

報を行う。

計 5,171,964
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ティーチャーを４名から６名に増員し、児童それぞれの個に応じた学習

や指導方法改善等の支援を行う。

　教育活動への支援体制の充実では、学校運営に保護者や地域住民が参

画する学校運営協議会（コミュニティ・スクール）について、令和４年

度は全ての小中学校に設置を拡大し、各地域の特性を生かした「地域と

ともにある学校づくり」を推進する。

　また、地域と学校が連携・協働し、地域全体で未来を担う子どもたち

の成長を支えるため、地域学校協働活動推進員を増員し、全ての小中学

校へ配置することで、地域住民や多様な団体等の参画による地域学校協

働活動の更なる推進を図る。

　教育施設・設備の充実では、校舎改築工事を進めてきた商業高等学校

について、令和４年４月に供用を開始するとともに、引き続き屋外運動

設備等の外構工事を行う。

　また、西山形小学校及び南沼原小学校においても、令和４年度中の供

用開始を目指し、引き続き改築工事等を行う。

　安心して子育てできる環境づくりについては、保育施設の整備として、

市立保育所において、老朽化したエアコンの更新を行うほか、幼稚園型

認定こども園等の幼保連携型認定こども園移行のための施設整備に対し

補助を行う。

　保育環境の充実では、子育て世代の多様な保育ニーズに対応するため、

一時預かり等事業への支援を引き続き行うとともに、連携中枢都市圏に

おける病児・病後児保育施設の広域利用について、利用実績に応じた費

用負担を構成市町間で行うことで、働きながらも安心して子育てできる

環境を整備する。

　また、安定的な雇用環境を創出し、保育士の確保及び離職防止を図る

ため、民間立保育所等における保育士宿舎の借り上げ費用や保育補助者

の雇上げ及び保育支援者の活用を支援するとともに、保育士のほか、幼
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稚園教諭等の就職ガイダンス開催等に対し補助を行う。

　さらに、特に待機児童の多い１歳児の受け入れを促進するため、弾力

的な受け入れを行う施設に対し、引き続き運営費及び増員分の保育士給

与の補助を行う。

　地域における子育て支援では、PFI手法により整備を進めてきた市南

部の児童遊戯施設の供用を開始し、べにっこひろばと連動した子育て支

援機能の更なる強化を図る。

　また、保育所に併設している子育て支援センターにおいて、育児不安

についての相談指導や子育てサークル等の育成・支援を行うとともに、

複合的なニーズへの対応や課題の解決に向け、高齢者や学生などの地域

における多様な世代との連携による地域づくりに取り組む。

　放課後児童クラブの環境整備では、放課後児童支援員の処遇改善、多

子世帯等に対する保育料の軽減に対する補助や職員数適正化等に対する

支援を行うとともに、児童数の増加に対応するために新設等を行うクラ

ブに対し補助を行う。

　子育て家庭の負担の軽減では、支援を必要とする子育て世帯に支援が

行きわたるよう、LINEを活用した情報発信及びデジタルソーシャルワー

クによる相談支援を行うとともに、宅食を活用した支援対象児童等の見

守り支援に新たに取り組む。

　また、子ども家庭総合支援拠点を市庁舎内に設置し、有資格者の配置

等による人員体制の拡充を行い、関係機関との連携により、子育てに不

安や困難を感じている世帯からの幅広い相談に応じ、切れ目のない支援

を行う。

　さらに、保育所等を利用する３歳以上の子どもの保育料無償化に引き

続き取り組むとともに、県が進める３歳未満児の保育料無償化に向けた

段階的負担軽減に対応し、子育て世帯に対する保育料の負担軽減を図る。

　結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援については、出会い・結婚
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新生活支援として、経済的理由により結婚に踏み切れない若年層に対し、

結婚に伴う新生活に必要な費用を支援する。

　出産に向けた支援体制の充実では、不育症の方の経済的負担を軽減す

るため、医療保険が適用されない研究段階にある不育症検査に係る費用

について、新たに助成を行う。

　また、県が取り組む出産費用の負担軽減及び子育て家庭の家計支援に

対応し、新生児が出生した世帯に対し、平均的な出産費用と出産育児一

時金との差額の一部を支給する。

　産後育児不安の解消では、母子保健コーディネーターを配置し、妊娠

期から子育て期にわたるまで、切れ目のない支援を行うための体制を構

築する。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 学校現場のICT化に

向けた機器等整備

事業

22,239 ICT機器を活用した教育の質の向上を図るため、モデ

ル校に対して電子黒板を導入し、タブレット端末との

併用による学習効果の検証を行う。また、市立小中学

校全校に対して指導者用タブレット端末及び職員室の

無線ＬＡＮ環境を整備する。

新 規 統 合 型 校 務 支 援 

システム整備事業

24,365 市立小中学校全校に統合型校務支援システムを導入

し、校務の効率化により教員の長時間勤務を解消する

と共に、学校の情報を一元管理し、共有・再利用する

ことにより、教育の質の向上を図る。

新 規 支援対象児童等見守

り強化事業

26,392 相談受付や宅食といった支援が必要であるにもかかわ

らず、支援が届いていない、または届きにくい児童や

世帯に支援を届けるため、行政とのつながりがない世

帯に対し、LINEを活用した情報発信及びデジタルソー

シャルワークによる相談支援を行うとともに、宅食を

活用した支援対象児童等の見守り支援を実施する。

新 規 不育症検査費助成

事業

500 不育症の方の経済的負担の軽減を図るため、医療保険

が適用されない研究段階にある不育症検査費用の助成

を行う。

新 規 山形県出産支援給

付金支給事業

100,300 出産費用の負担を軽減し、子育て家庭への家計の支援

を行うため、山形県の平均的な出産費用と出産育児一

時金との差額相当額の一部を新生児が出生した世帯

に、県が行う「山形県出産支援給付金」の交付を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 家庭学習のための

通信機器整備支援

事業

（併記）

14,571 オンライン家庭学習を進めるにあたり家庭のインター

ネット環境を整備するため、環境の整っていない家庭

に対しモバイルルーターを貸し出す。令和４年度は家

庭学習対象学年を拡大する。

（③小５以上→④小３以上）（③6,716千円）

拡 充 学校運営協議会（コ

ミュニティ・スクー

ル）設置事業

4,048 各地域の特性を生かした「地域とともにある学校づく

り」を目指し、学校運営に保護者や地域住民が参画す

る学校運営協議会を設置する。令和４年度は市立小中

学校全校への設置拡大を図る。

（③40校→④49校）（③2,896千円）

拡 充 教職員働き方改革

支援事業

9,383 教職員の働き方改革を図るため、多忙化の要因となっ

ている部活動指導に係る負担の軽減及び部活動の質的

な向上を目的とし、国・県の補助制度を活用して中学

校全校に部活動指導員を１名ずつ配置する。また、新

たに市立小中学校全校を統括する産業医を１名配置す

る。（③5,797千円）

拡充 特別支援教育支援 

事業

115,733 特別支援教育充実のため、市立小中学校への特別支援

指導員の配置や巡回相談（臨床心理士など専門的知識

を有する者が学校へ助言）を実施する。令和４年度は

教育支援相談員を増員する。（③26人→④27人）

拡 充 地域学校協働活動

事業

2,519 地域と学校が連携・協働し、地域全体で子どもたちを

支えるため、地域学校協働活動推進員（コーディネー

ター）の配置と共に、地域住民や多様な団体等の参画

による地域学校協働活動の推進を図る。令和４年度は

市立小中学校全校へ配置を拡大する。

（③40人→④49人）（③2,134千円）

拡 充 南沼原小学校校舎

等改築事業

573,089 民間事業者のノウハウを活用し、良好な教育環境を整備

するため、PFI手法により、令和５年１月の供用開始を目指

し、校舎改築を行っている。令和４年度は、業務委託に

よる建設・維持管理等モニタリングの実施やPFI事業者へ

の割賦料支払いを開始する。また、既存校舎の解体及び

既存グラウンドの再整備を行う。(③9,911千円)

拡 充 商業高等学校校舎

等改築事業

733,086 校舎等の耐震化を図るため、PFI手法により、令和４

年４月１日の供用を予定し、改築を行っている。令和

４年度は、既存校舎を解体し屋外運動設備等の外構工

事を行う。また、建設モニタリング業務委託に加え、

維持管理等のモニタリング業務委託を行う。PFI事業

者への割賦料支払いを開始する。(③10,605千円)

拡 充 西山形小学校校舎

等改築事業

118,482 令和５年２月の新校舎供用開始を目指し、引き続き改

築工事を進めるとともに、令和５年度のグラウンド整

備に向け、設計等を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 一時預かり等事業

（ 病児・病後児保育

事業、延長保育事

業、障がい児保育

事業）

332,958 子育て世代の多様な保育ニーズに対応するため、一時

預かり等事業への支援を行う。さらに、令和4年度か

らは連携中枢都市圏における病児・病後児保育施設の

広域利用について、利用実績に応じて構成市町間で負

担金を拠出し合い、費用負担を明確化することで、広

域利用をさらに推進し、就業しながらも安心して子育

てできる環境の整備を行う。（③291,788千円）

拡 充 市南部への児童遊 

戯施設整備事業

190,785 施設の開業準備を進め、令和４年４月18日に供用開始

し、べにっこひろばと連動した子育て支援機能のさら

なる強化を図る。また、PFI事業の運営維持管理モニ

タリングを継続して実施する。（③118,841千円）

拡 充 子 育 て 支 援 施 設 

（あ～べ）運営補助

事業

【 重層的支援体制整

備事業含む】

37,483 安心安全な遊びの場や子育て情報等を提供するため

に、子育て支援施設「子育てランドあ～べ」へ補助を

行う。さらに、令和４年度からは国の重層的支援体制

整備事業の開始に伴い、子育て支援センターにおける

相談機能の充実を図る。（③37,286千円）

拡 充 子育て支援ネット

ワーク事業

（ 子 育 て 支 援 セ ン

ター運営支援）

【 重層的支援体制整

備事業含む】

218,705 民間の保育所に併設している子育て支援センターに補

助金を交付し、育児不安についての相談指導や子育て

サークル等の育成・支援を行うとともに、複合的なニー

ズへの対応や課題の解決に向け、高齢者や学生などの

地域における多様な世代との連携による地域づくりに

取り組む。（③182,504千円）

拡 充 幼児教育・保育の

無償化事業

2,373,392 保育所や認定こども園、認可外保育施設、幼稚園等を

利用する３歳以上の子どもの保育料を無償化する。ま

た、３歳未満の子どもについては、一定の所得要件等

を満たす世帯を対象として保育料を無償化する。

さらに、山形県が令和３年９月から開始した３歳未満

児の保育料の負担軽減を引き続き実施する。

（③2,289,622千円)

拡 充 子ども家庭総合支

援拠点設置・運営

事業

8,596 子育てに不安や困難を感じている世帯に対応するた

め、４月より子ども家庭総合支援拠点を設置し、幅広

い相談に応じる。人員体制についても有資格者を増員

することで拡充を図り、専門の支援員が必要に応じて

関係機関と連携を図りながら、子どもとその家庭等の

福祉に関し必要な支援に係る業務を行う。

（③634千円）

拡 充 母子保健相談支援

事業【重層的支援

体制整備事業】

12,609 妊娠・出産・子育て期において、切れ目ない支援体制

を構築するため、母子保健コーディネーターを配置し

総合的な相談に応じ、継続的に見守っていく。令和4

年度からは、重層的支援体制整備事業の包括的相談支

援事業として実施する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 退職教員の活用等

による個に応じた

学習支援事業

2,192 複式学級のある学校にアシスタント・ティーチャーを

派遣し、個に応じた学習の支援や指導方法改善等の支

援を行う。令和４年度は複式学級のある学校の増加に

伴い、派遣人数を増員する。

（③４人→④６人）

継 続 市立小・中学校タ 

ブレット導入事業

（併記）

164,161 国のGIGAスクール構想に基づき、市立小中学校にお

いてタブレット端末を活用したICT教育の推進を図

る。

継 続 情報ネットワーク

運用支援事業

（併記）

31,799 情報ネットワークを活用した授業等に対するICT機器

の効果的な運用及び必要な助言、児童生徒の情報機器

操作等を支援するために、ICT支援員を16名配置し、

市立小中学校に対する支援体制の充実を図る。

継 続 外国語指導助手の

増員配置事業

38,478 市立小中高等学校での外国語活動及び外国語の学習を

支援するため、ALT20名を配置する。

継 続 新 聞 記 事 デ ー タ

ベース活用モデル

事業

（併記）

330 市立中学校の生徒が使用するタブレット端末で「記事

データベース検索」ができるようにすることにより、

生徒の情報活用能力や郷土愛を育成する。その検証の

ため、モデル事業を行う。

継 続 スマートスクール

推進事業

（併記）

813 「ICT×地域・企業×学校」の協働により、変化の激

しいこれからの社会において、地域課題を解決するこ

とができる人材を育成するため、ICT教育に係る外部

専門機関及び外部人材を活用するとともに、高等教育

機関や産業界と連携を行う。

継 続 少子化に対応した

活力ある学校づく

り調査・研究事業

553 小規模校において少子化に対応した活力ある学校づく

りについての課題を整理するとともに、授業の工夫や

近隣校との連携・協力の在り方など、調査・研究を進

めるために、交流事業（合同授業など６回分）を行う。

令和４年度は、全国へき地教育研究大会の開催地とな

り、研究成果の報告等を行う。

継 続 不登校児童生徒対

策事業

6,379 不登校及び不登校傾向にある児童・生徒対策に取り組

むため、市立小中学校への教育相談員の配置や 

Ｑ－Ｕアンケートにより学級の状況把握及び個々の実

態把握を行う。

継 続 小中学校校舎・屋

内運動場大規模改

造等事業

14,997 学校施設を安全かつ良好な状態に保ち教育環境の改善

を図るため、改修工事等を行う。

継 続 市立保育所整備事業 5,972 市立保育所で不具合のあるエアコンの更新を行う。ま

た、老朽化したフェンスの改修を行う。

継 続 民間立保育所等施

設整備補助事業

370,478 待機児童の解消及び保育環境の改善を図るため民間立

保育所、認定こども園の整備に係る補助を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 保育所等発達相談

支援事業

6,462 発達の気になる児童等への対応として、臨床心理士・

社会福祉士等により、認可保育所や認定こども園、幼

稚園への巡回相談を実施する。

継 続 １歳児受入促進支援

事業

39,732 特に待機児童の多い１歳児の受け入れを促進するた

め、弾力的に受け入れを行う保育所等に対し、運営費

及び保育士給与（増員分）の補助を行い、待機児童の

解消を図る。

継 続 地 域 型 保 育 事 業 396,574 利用定員が19名以下で０～２歳の乳幼児を保育する

地域型保育事業所に、受け入れ児童数に応じて給付費

を支払う。

継 続 保育士確保緊急対策

事業

87,582 安定的な雇用環境を創出し、保育士の確保及び離職防

止を図るため、民間立保育所等における保育士宿舎の

借り上げ費用や保育補助者の雇上げ及び保育支援者の

活用に対して補助を行うとともに、保育士や幼稚園教

諭等の就職ガイダンス開催等に対して補助を行う。

継 続 社会全体で子育て

する機運醸成事業 

（併記）

169 地域や職場におけるワーク・ライフ・バランスの推進

及び男性の家事や育児等への参加を促進するため、企

業向けの出前講座や男性向けの講座を実施し、社会全

体で子育てする機運の醸成を図る。

継 続 子育てサロン運営

支援事業

2,070 地域住民が担い手となって子育てを実施することを促

進し、地域における子育て環境の整備を図るため、「子

育てサロン」へ補助を行う。

継 続 放課後児童健全育

成事業（運営委託

及び支援）

1,048,911 93か所の放課後児童クラブへ運営委託を行うほか、

放課後児童支援員の処遇改善、保育料の軽減に対する

補助や職員数適正化等に対する支援を継続して行う。

継 続 放課後児童健全育

成事業

（施設整備）

176,969 児童数の増加に対応するために、条例で定めた基準へ

の適合に向け、経過措置期間である令和６年度までに、

大規模クラブの分割等による整備を推進する。なお、

３クラブの新設について支援を行う。

継 続 認可外保育施設利

用者負担軽減補助

事業

18,559 保護者の経済的負担の軽減を図るため、認可外保育施

設を利用している世帯の保育料の一部を補助する。

継 続 親子健やか医療給付

事業

107,654 保護者の医療費負担の解消を図るため、ひとり親家庭

等の医療費を無料化する。

継 続 こども医療給付事業

（併記）

1,102,491 義務教育終了までのこども医療費を無料化し、保護者

の医療費負担の解消を図る。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 子どもの居場所づ

くり支援事業

6,954 地域で子どもを見守り健やかな成長をはぐくむため

に、子どもの居場所づくり支援センターにおいて、実

施団体への助言や地域活動との連携等を行うととも

に、新規立ち上げや拡充・移転に係る費用に補助を行

う。

継 続 ひとり親家庭応援

事業

6,120 ひとり親家庭の安定した経済基盤を確立するため、高

等職業訓練中の家賃、通学等に係る経費に対して補助

を行う。

継 続 やまがたde愛支援

事業

750 結婚を希望する独身の男女に出会いの場を提供し、人

口減少に歯止めをかけることを目的に、婚活イベント

等の開催や出会いの場の提供を行っている市民活動団

体等に対し、コミュニティファンドの仕組みを活用し

支援を行う。

継 続 結婚新生活支援事業 22,687 経済的理由により結婚に踏み切れない若年層に対し、

結婚に伴う新生活に必要な費用を支援することによ

り、経済的不安を解消し、少子化対策等の推進を図る。

継 続 妊婦歯科健康診査

事業

（併記）

4,120 早産や低体重児の出生リスクに影響する妊婦の歯周病

等の早期発見・早期治療を図るため、妊婦の歯科健康

診査と歯科保健指導に対し助成を行う。

継 続 特定不妊治療費助

成事業

（併記）

17,955 令和４年４月から特定不妊治療費の保険適用が開始さ

れる予定であるが、令和３年度中に治療を開始し、令

和４年度に治療が終了する年度跨ぎ分について、令和

３年度中に支払った医療費分が全額自己負担となるこ

とから、その費用の一部を助成する。

継 続 妊婦健康診査事業

（併記）

153,525 妊婦の健康管理の充実や、妊娠・出産に係る経済的負

担を軽減するため、妊婦の健康診査（14回）に対し

助成を行う。

継 続 産 後 ケ ア 事 業 5,028 産後も安心して子育てができるよう支援するため、退

院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等

を行う。

継 続 育児支援家庭訪問

事業

15,610 育児の孤立化を防ぎ、養育についての支援をするため、

生後４か月までの乳児がいる家庭を民生委員・児童委

員や保健師等が訪問する「こんにちは赤ちゃん事業」

を行う。また、特に支援が必要な家庭を対象に保健師

や助産師が訪問し、専門的な相談・支援を行う。

計 8,775,309
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⑶　地域共生社会の実現

　地域福祉の充実については、地域における包括的な支援の充実として、

重層的支援体制を整備し、個別の支援制度では解決が困難な、子ども・

障がい者・高齢者・生活困窮者といった分野を超えた複合的な課題に対

応するため、各分野ごとの相談支援機関を総合的にコーディネートし、

包括的な相談支援体制を構築する。

　また、地域集会所等を活用した活動拠点を設置し、住民が相談役となっ

て取り組む、地域課題の把握と解決及び支え合いを行う体制づくりを支

援する。

　高齢福祉の充実については、高齢者の健やかで生きがいある生活の実

現として、買い物や通院などの外出を支援するため、民間タクシーへの

同乗をコーディネートする新たな移動支援サービスの導入に向け、２地

区においてモデル事業に取り組む。

　また、高齢者の運転免許証の適切な返納を促進し、閉じこもりの防止

や外出機会の確保・拡大を支援するため、70歳以上の免許証自主返納者

に対してタクシー券を交付するとともに、バス事業者が販売するシル

バー定期券の購入費を助成する。令和４年７月からは、バス事業者が販

売するICカードを活用し、タクシー券との併用を可能とするなど、更

なる外出機会の向上を図る。

　介護が必要になっても安心して暮らせるまちづくりについては、地域

住民の心身の健康保持及び住み慣れた地域での生活継続を支援するた

め、引き続き地域包括支援センターを運営するとともに、生活支援コー

ディネーターを地域包括支援センター担当圏域ごとに配置し、生活支援

サービスの創出や担い手の育成など、複合化する支援ニーズに対応する

ため、分野を超えた支援機関との連携により取り組む。

　障がい福祉の充実については、自立した生活支援の充実として、障が
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い者がその有する能力や適性に応じ、安心して自立した生活を送れるよ

う、自立支援及び就労支援等のサービスの提供、医療費の助成等を継続

して行う。

　社会参加の機会の確保では、北山形駅周辺地区バリアフリー基本構想

に基づき、北山形駅西口にバリアフリー化された公衆トイレを設置し、

障がい者等の利便性の向上を図る。

　また、市内６カ所に設置している相談支援センターにおいて、障がい

者の家族や相談を行う事業者等に適切な情報を提供し、障がい者が自立

した日常生活を営むことができるよう支援する。

　障がい者福祉施設の充実では、障がい者の重度化・高齢化等の問題に

対応するため、親の入院等の緊急時に一時的に障がい者を受け入れられ

るよう、空床の確保や支援員の配置など、引き続き地域生活支援拠点等

の体制を整備する。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 福祉まるごと支援

事業

【 重層的支援体制整

備事業】

34,757 重層的支援体制整備事業のうち、「多機関協働事業」、

「参加支援事業」、「アウトリーチ等を通じた継続的支援

事業」を一体的に行い、個別の支援制度では解決が困

難な、子ども・障がい者・高齢者・生活困窮者といっ

た分野を超えた複合的な課題について、支援関係機関

と連携を図りながら支援を行い、各分野ごとの相談支

援機関を総合的にコーディネートすることで包括的な

相談支援体制を構築する。

新 規 高 齢 者 移 動 支 援 

サービス検討事業

（併記）

758 高齢者の生活支援と介護予防につながる外出支援を目

的に、スーパーや通院など日常生活を営む上で必要と

なる行先の希望をとり、民間タクシーへの同乗をコー

ディネートするモデル事業を２地区で行い、新たな移

動支援サービスの導入に向けた検討を行う。

新 規 北山形駅西口公衆ト

イレ（バリアフリー

トイレ）整備事業

（併記）

9,055 北山形駅周辺地区バリアフリー基本構想に基づき北山

形駅西口公衆トイレのバリアフリー整備を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 我が事・丸ごと地

域づくり推進事業

【 重層的支援体制整

備事業】

5,527 地域集会所などを活用した活動拠点を設置し、地域の住

民が相談役となり、地域課題の解決や地域で支え合いが

できるよう地域の拠点を拡大する。令和４年度からは、重

層的支援体制整備事業の地域づくり事業として実施する。

拡 充 福祉の地域づくり推

進費補助事業

【 重層的支援体制整

備事業含む】

30,438 福祉協力員活動や福祉・介護予防事業の開催など、地

区住民の地域福祉活動をより推進するため、山形市社

会福祉協議会を通して各地区社会福祉協議会に補助す

る。令和４年度からは、地域福祉推進会議開催に要す

る経費の補助について、重層的支援体制整備事業の地

域づくり事業として実施する。

拡 充 子どもの学習・生 

活支援事業

984 生活困窮世帯の子どもの生活能力や学力向上を目的に、

学習支援員による生活相談や、通年的な学習会を実施す

る。また、学習会について、参加者増により指導体制を

強化する。（③724千円）

拡 充 北山形駅バリアフ

リー化整備補助事業 

（併記）

191,181 障がい者などの利用者の利便性向上及び仙山線の利用促

進を図るため、鉄道事業者が実施する北山形駅のバリア

フリー化整備事業に対し補助を行う。

拡 充 高齢者外出支援事業 86,124 高齢者の閉じこもりを防止し、外出の機会の確保・拡

大を支援するため、バス事業者が販売する「シルバー

３か月定期券」の購入費を助成する。７月１日からは、

ICカードを活用した仕組みに見直し、バスに乗車した

際の乗車運賃相当額から自己負担額を差し引いた額を

バス事業者に対して負担する。あわせて、運転免許証

自主返納者タクシー券との併用を可能とする。

拡 充 生活支援体制整備 

事業

【 重層的支援体制整

備事業】

71,747 生活支援・地域支え合い体制の充実を図るため、市全

域及び日常生活圏域を単位に生活支援コーディネー

ターを配置し、居場所・生活支援サービスの創出や活

動支援、担い手の育成、関係機関のネットワーク構築

を行う。令和４年度からは、重層的支援体制整備事業

の地域づくり事業として実施する。

拡 充 介護予防・日常生

活支援総合事業

（併記）

（介護保険事業会計）

667,338 介護予防を目的とした通所型サービスや訪問型サービ

ス等を実施し、地域全体で支え合うための仕組みを推

進する。令和４年度は元気あっぷ教室に栄養・口腔機

能強化のための加算を新設するほか、介護予防教室の

実施等、高齢者自身が積極的に介護予防に取り組める

ように支援する。（③645,937千円）

拡 充 地域介護予防活動

支援事業

（併記）

【 重層的支援体制整

備事業】

1,408 高齢者の介護予防や地域での支え合い体制を推進する

ため、住民主体の通いの場の立ち上げや継続を支援する。

令和４年度からは、重層的支援体制整備事業の地域づく

り事業として実施する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 地域包括支援セン

ター運営事業

（併記）

【 重層的支援体制整

備事業】

349,551 地域住民の心身の健康の保持及び住み慣れた地域での

継続した生活を図るため、地域包括支援センターを設

置し、総合的な相談支援を行う。令和４年度は、事務

職等の配置による効果的かつ効率的な業務体制を確実

なものにするため、基本委託における職員配置基準に

事務職等を追加する。さらに、65歳未満の方々の相談

対応を行った場合の加算を新設する。（③344,169千円）

拡 充 高齢者福祉施設整備

事業

22,453 在宅生活が困難な高齢者が入所・入居する高齢者福祉

施設の充実に向け、新たに介護予防拠点を併設した認

知症高齢者グループホーム１事業所の整備に対し補助

を行う。また、要介護高齢者の在宅生活を支えるため、

定期巡回・随時対応型訪問介護看護１事業所の整備に

対し補助を行う。

拡 充 地域生活支援事業

【 重層的支援体制整

備事業含む】

182,554 障がい者が社会参加できるよう、日常生活用具の給付や

特別支援学校等への通学支援を行うとともに、権利擁護

として虐待防止の啓発等を行う。令和４年度からは、重

層的支援体制整備事業として、地域活動支援センターに

おいて、分野を超えた地域づくりを行う。

拡 充 障がい者相談支援

委託事業

【 重層的支援体制整

備事業】

58,512 市内６か所の相談支援センターにおいて、障がい者及

びその家族並びに相談を行う事業者等に対して適切な

情報を提供することで、障がい者が自立した日常生活

を営むことができるようにする。令和４年度からは、

重層的支援体制整備事業の包括的相談支援事業として

実施する。

拡 充 社会福祉施設等施設 

整備事業

38,413 障がい福祉の向上のため、障がい福祉施設等の創設・

大規模修繕に対し補助を行う。また、令和５年度に向

け事業の募集・選定等を行う。

継 続 ひきこもり生活者

支援事業

7,323 ひきこもり状態にある方々に対し、早期に適切な支援

に結びつけるため、支援方法の検討等を引き続き行う

ほか、ひきこもり生活者を包括的な支援につなげるた

め、個別の訪問活動（アウトリーチ）等を行うひきこ

もり相談支援員を配置する。

継 続 運転免許証自主返

納 者 タ ク シ ー 券 

交付事業

7,814 高齢者の運転免許証の適切な返納を促進し、閉じこも

りの防止や外出の機会の確保・拡大を支援するため、

70歳以上の運転免許証の自主返納者を対象にタク

シー券を交付する。

継 続 高齢者の生きがい

づくり支援事業

19,595 高齢者の豊かな経験と能力を活かした就業機会の確保

を図るため、市シルバー人材センターの運営を支援す

る。あわせて、高齢者の生きがいづくりや社会参加機

会の充実・健康増進等を図るため、市老人クラブ連合

会や単位老人クラブの活動を支援する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 生涯現役促進地域

連携事業

（併記）

5,000 やまがた生涯現役促進地域連携協議会が高年齢者雇用

対策事業を実施するにあたり、年度当初の運転資金に

ついて無利子で貸付を行う。また、市主催による合同

企業説明会等の高年齢者就労促進事業を行う。

継 続 認知症サポーター

等養成事業

（介護保険事業会計）

984 多くの市民に認知症の正しい理解を深めていただくと

ともに、認知症高齢者を地域全体で支えていく環境づ

くりを進めていくため「認知症サポーター」を養成す

る。令和４年度は、サポーターのステップアップ講座

を開催する。また、地域の企業等との連携体制の構築

を図る。

継 続 在宅介護支援住宅

改修補助事業

（併記）

4,000 高齢者や障がい者等ができるだけ長く在宅での生活を

続けられるよう、対象となる住宅改修工事（バリアフ

リー工事、感染症対策工事等）を認定するとともに、

その費用の一部を補助し負担軽減を図る。

継 続 成年後見制度利用

支援事業

（介護保険事業会計）

25,595 高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続してい

くための権利を守るため、山形市成年後見センターを

設置し、成年後見制度の相談から利用までの一貫した

支援体制を整備する。あわせて「親族申立案件への報

酬助成」及び「後見チームへの専門職派遣事業」等、様々

な支援事業の効果的な周知を行い、制度の利用促進を

図る。

継 続 AIに よ る ケ ア プ 

ラン作成支援モデ

ル事業

（併記）

（介護保険事業会計）

606 ケアマネジャー等がAIを活用して、介護予防・自立

支援に資する適切なケアマネジメントを行うことがで

きる体制を構築するため、モデル事業としてAIケア

プラン作成支援システムを試行する居宅介護支援事業

所に対して補助を行う。

継 続 在宅医療・介護連 

携推進事業

（併記）

（介護保険事業会計）

10,833 医療と介護を必要とする高齢者への一体的なサービス

提供体制を構築するため、山形市医師会に在宅医療・

介護連携室の運営を委託する。また、在宅療養と人生

会議の普及を図るため、連携室と地域包括支援セン

ター等が連携し、啓発動画等を活用しながら周知・広

報を行う。

継 続 小規模法人のネッ

トワーク化による

協働推進事業

8,000 小規模な複数の法人が地域貢献や人材確保等に連携し

て取り組めるよう支援を行い、小規模法人のネット

ワーク化による協働を推進する。

継 続 自立支援給付事業 3,495,331 障がい者が自立した生活を営めるように、障がい福祉

サービスの給付（介護給付、訓練等給付、相談支援給

付）や補装具の購入費等の支給を行う。

継 続 自立支援医療事業 

（併記）

270,159 障がい者及び障がい児の自立の促進、福祉の向上を図

るため、障がいを軽くしたり回復させたりする手術等

を受けた際の自己負担金の軽減を行う。
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⑷　創造都市の推進

　文化創造都市を推進するため、令和３年度に策定する（仮称）山形市

文化創造都市推進条例及び基本計画に基づき、その趣旨に沿った（仮称）

やまがた秋の芸術祭を開催し、市民が様々な文化活動に触れる機会を提

供する。

　また、創造都市の拠点施設であるやまがたクリエイティブシティセン

ター・Ｑ１について、令和４年９月に供用を開始し、山形市が持つ多彩

な地域資産を多くの人との連携により磨き上げ、新たな価値を創造する

ことによって、中心市街地をはじめとするまちづくりの発展や地域経済

の活性化を目指す。

　さらに、新市民会館の整備に向けて、実施方針や要求水準書を策定す

るなど、事業を進める。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 特別障がい者手当等

給付事業

120,853 在宅で生活する常時寝たきりや特別の介護が必要な障

がい（児）者の経済的な負担を軽減するため手当を支給

する。

継 続 障がい者差別解消 

推進事業

2,083 障がい者の差別解消の促進のため、広報啓発の実施や

関係機関との連携のため「差別解消支援地域協議会」

を開催する。

継 続 意思疎通支援事業 

（併記）

9,018 聴覚、言語機能、音声機能等の障がいのため、意思疎

通を図ることに支障がある人とその他の人の意思疎通

を仲介するために、窓口に手話通訳者を配置するとと

もに、手話通訳者や要約筆記者の派遣等を行う。また、

自宅に居ながら手話を使用し市へ問い合わせができる

よう、タブレット端末を使用した遠隔手話通訳を行う。

継 続 障がい者地域生活

支援拠点等整備事業

7,600 障がい者の重度化・高齢化等に対応するため、住み慣

れた地域で暮らし続けられるよう、空床１床の確保や

支援員の配置など、緊急時における受入体制を整備し

提供する。

計 5,745,594
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　このほか、山形国際ドキュメンタリー映画祭の開催準備の支援や、映

画・ドラマ等の映像作品のロケーションを誘致・支援するフィルムコミッ

ション推進事業を引き続き実施する。

　文化財保護の充実では、平安時代後期の造立とされる重要文化財「鳥

居」について、令和３年度に実施した劣化度合いの詳細調査等に基づき、

令和５年度の保存修理工事に向けた実施設計を行う。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 （仮称）やまがた秋

の芸術祭開催事業

1,747 令和３年度に策定する（仮称）山形市文化創造都市推

進条例及び基本計画に基づき、その趣旨に沿った（仮

称）やまがた秋の芸術祭を開催し、市民が様々な文化

活動に触れる機会を提供する。

拡 充 Ｑ１プロジェクト

推進事業

（併記）

131,171 令和３年度から整備を進めている第一小学校旧校舎を

活用した創造都市の拠点施設である「やまがたクリエ

イティブシティセンター・Ｑ１」について、令和４年

９月に供用を開始し、山形市が持つ多彩な地域資産を

多くの人との連携により磨き上げ、新たな価値を創造

することによって、中心市街地をはじめとするまちの

発展や地域経済の活性化を目指す。（③41,826千円）

拡 充 市民会館整備事業 17,243 実施方針や要求水準書を策定するなど、事業を進める。

（③11,049千円）

拡 充 第 ６ 回「 山 の 日 」

全国大会を活かし 

た山岳観光振興事

業

（併記）

16,817 第６回「山の日」全国大会を蔵王で開催（実行委員会を

組織し山形県・上山市と共催）する。蔵王の魅力発信、

山岳観光の振興を図り、アウトドア・キャンプブームとの

相乗効果による誘客で市内の賑わい創出、経済効果によ

る地域活性化を図る。（③5,805千円）

拡 充 七日町歴史と文化

活用街区整備事業

（併記）

147,900 中心市街地である七日町地区には、登録有形文化財で

ある料亭や歴史的地域資源である御殿堰があることか

ら、街路事業に併せ、中心市街地の活性化に結びつく

街区整備を行い、街なかの回遊性向上及び賑わいの創

出を図る。また、画地の整形や再配置により、土地の

有効な利活用を促進し、経済的効果及びに商業・文化

活動の活性化を図るため、物件補償調査算定、意向調

査、換地設計及び実施計画の策定等を行う。

拡 充 重要文化財「鳥居」

保存修理事業

3,329 平安時代後期の造立とされる重要文化財である石鳥居

について、令和３年度に実施した劣化度合いの詳細調

査等に基づき、令和５年度の保存修理工事に向けた実

施設計を行う。(③1,548千円)
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 五 堰 整 備 事 業 

（併記）

7,144 市街地を流れる農業用水路（五堰）の石積みの補修を行

う。また、水路の機能を維持するため、除草及び土砂

浚渫を行う。

継 続 文化創造都市推進

事業

11,072 文化による賑わいを創出し、市民生活の向上を目指す

ことを目的に、ユネスコ創造都市ネットワークへ加盟

している映画分野を基軸とし、多様な文化や地域資産

を連動させることにより、文化創造都市の推進を図る。

継 続 文化創造都市推進

事業（まちなか回

遊型音楽会による

中心市街地活性化）

2,750 文化を活用した中心市街地活性化のため、企業版ふる

さと納税を活用し、まち歩きと演奏会の両方が楽しめ

る「まちなか音楽会」を開催する。

継 続 山形国際ドキュメ

ンタリー映画祭開

催費補助事業

（併記）

50,000 市民の文化活動を促進し国際交流を図ることを目的

に、運営主体である認定NPO法人山形国際ドキュメ

ンタリー映画祭に対し、補助金を交付する。

継 続 フ ィ ル ム コ ミ ッ 

ション推進事業

1,000 観光振興や地域活性化を図るために、映画、ドラマ等

の映像作品のロケーションを誘致・支援する。

継 続 山形まるごと館紅

の蔵運営事業

（併記）

50,743 山形市の情報発信及び中心市街地活性化の拠点である

山形まるごと館紅の蔵の運営を行う。

継 続 景観重点地区景観

形成推進事業

（併記）

36,517 重点的に良好な景観の形成及び保全を図ることを目的

に、景観重点地区として指定した地区について、国の

制度を活用し、地区独自の景観形成方針や基準に合致

する修景工事等に対して補助を行う。また、景観重点

地区の指定を目指している地区について、景観まちづ

くり活動を支援する。

継 続 霞城公園整備事業

（併記）

135,463 観光振興を目的として、令和４年度は園内の道路拡幅

工事、本丸御殿広場の造成及び御殿内観のCG復原を行う。

継 続 中心市街地活性化

公園整備事業

（併記）

1,000 市街地の賑わいの創出と利用ニーズに応じた公園にする

ことを目的に、中心市街地活性化基本計画に位置づけら

れた区域内の公園を新設及び再整備する。令和４年度は、

第二公園の公園施設再配置について検討する。

継 続 地域大学との連携 

による学生の街な 

か居住推進事業

（併記）

41,433 山形市の中心市街地に所在する空き家や空き店舗等を

リノベーションし、学生専用賃貸住宅（準学生寮）を

供給することにより、中心市街地の活性化を図るため、

国及び県の住宅セーフティネット制度を活用し、住宅

供給等に係る経費（住宅改修及び家賃低廉化に係る経

費）の補助を行う。

計 655,329
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⑸　地域経済の活性化

　中心市街地の賑わい向上については、中心市街地グランドデザインの

推進として、歴史的地域資源である御殿堰を活用し、街なか回遊の向上

と賑わいの創出を図るため、七日町第６ブロック北御殿堰において、石

堤化や歩道の整備に向け、用地の取得及び詳細設計を行い、水の町屋七

日町御殿堰と連続した風情ある空間を創出する。

　また、七日町第８ブロック南地区における、多目的ホールや交流広場

等の公益的施設の整備を行う「暮らしにぎわい再生事業」、及び本町第

１ブロック南地区における集会所等の公益的施設を設置した複合マン

ションの整備を行う「地域生活拠点型再開発事業」に対して新たに補助

を行い、中心市街地の賑わい創出と都市機能の向上を図る。

　歴史・文化的資源の魅力向上による賑わいづくりでは、山形市中心市

街地グランドデザインにおいて料亭文化ゾーンに位置付けられている千

歳館跡地について、公園空白区域の解消とまちの賑わいを促進するため、

国の登録有形文化財である建物を活用した（仮称）花小路公園の整備に

向け、活用方法の検討を進める。

　また、城下町のシンボルである霞城公園において、道路拡幅工事及び

本丸御殿広場の整地等を行うとともに、市街地を流れる五堰の石積みの

補修を行い、歴史と文化を後世に遺しながら中心市街地の魅力向上を図

る。

　中心市街地の機能性の向上では、公共交通が集積している山形駅を中

心に開催される「願いちょうちんやっしょまかしょ」において、イベン

トの雰囲気を高める装飾等を支援し、賑わいを創出するとともに、すず

らん商店街及び七日町大通りにおいて、パークレットの仮設等により、

安全で快適な歩行者空間の確保や賑わい創出等に取り組み、道路空間利

活用の更なる高度化に向けた社会実験を引き続き実施する。
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　企業誘致・創業支援を通じた魅力的な雇用の創出については、市内企

業等への就職促進による移住・定住者の確保として、県外進学者等向け

の合同企業説明会や就職活動中の子を持つ保護者を対象としたセミナー

を開催するなど、地元企業の情報を発信するとともに、企業と学生のマッ

チングを促進するため、企業がインターンシップ制度をより有効に活用

できるよう、新たにセミナーや勉強会を開催し、若者の地元定着を図る。

　創業しやすい環境整備では、市内の高校生を対象に、創業機運醸成の

教育プログラムを実施し、将来的な創業者の創出を図る。

　企業誘致による産業の振興では、（仮称）山形北インター産業団地開発

事業について、農地転用及び開発許可の手続きなどを進めるとともに、

用地取得、造成工事等の立替施行に係る実施協定を締結し事業を推進する。

　地元企業の経営支援については、地元企業の競争力強化として、山形

市売上増進支援センターＹ-bizにおいて、令和４年４月から新たなプロ

ジェクトマネージャーが着任するとともに、より効果的・効率的な相談

体制を構築するため、新たにビジネスコーディネーターを採用し、伴走

型支援の体制強化を図る。

　また、企業が販路開拓や拡大を目指し、自社製品及び技術等を広く国

内外に紹介するために見本市や展示会等に出展する取組を引き続き支援

する。

　地元企業の経営安定化では、中小企業者の経営安定を図るため、創業

時の支援を含め、融資あっせん事業、保証料補給及び利子補給を行う。

　マーケットに対応した戦略的な農林業の振興については、農畜産物の

高付加価値化や安定生産による消費拡大に向けた支援として、園芸作物

の安定生産及び戦略農産物の生産拡大を図るため、所得の向上と園芸産

地をリードする競争力の高い経営体の育成に向け、シャインマスカット

団地の整備に対し支援を行うとともに、おうとうやぶどうの施設修繕等

に対し補助を行う。
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　また、特産農産物や伝統野菜等の知名度向上及びブランド化を進める

ため、首都圏等における消費宣伝イベントの実施や展示・商談会に出展

するとともに、新たに山形市の伝統野菜「蔵王かぼちゃ」の種苗保存に

取り組む。

　さらに、山形市公設地方卸売市場の再整備に向けて、機能強化策や市

民開放の仕組みづくりに関する調査を行い、市場活性化を図るための基

本構想を策定する。

　多様な担い手の育成・確保では、地域農業の持続的発展を図るため、

女性農業者の活躍促進等に向け、労働環境改善に係る設備の導入等を行

う農業者に対し、新たに補助を行う。

　また、生産基盤となる農地を維持・確保するため、農業者及び関係団

体等と連携し、農地集約化を推進する仕組みづくりに向けたモデル事業

に取り組む。

　さらに、認定農業者の経営安定を図るため、後継者のいる認定農業者

の年齢制限を撤廃するなど対象者の要件を拡充し、農業経営改善計画に

即して行う農業用機械及び生産施設の導入・整備に対して補助を行う。

　農業生産基盤の整備推進では、引き続き農業用水路の長寿命化や防災

減災機能の強化を進めるとともに、農地の持つ多面的な機能の維持・保

全を図る。

　林業の振興では、東京2020オリンピック・パラリンピック大会の選手

村ビレッジプラザで使用された市産材を、レガシーとして山形駅東西自

由通路の壁面に利用し、市産材の利用促進及び木材産業の活性化を図る。

　また、市産材を一定量以上使用した新築住宅の建築、及び薪ストーブ

等の設置に対する補助において、ゼロカーボン貢献枠等を創設し、森林

資源の有効活用及びゼロカーボンシティの実現に向けた取組を推進す

る。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 七日町第６ブロック

北御殿堰整備事業

180,020 歴史的地域資源である「御殿堰」を活用し、中心市街

地における回遊性の向上や賑わい拠点の創出を図るた

め、堰の石堤化や歩道の整備に向け、用地の取得及び

詳細設計を行う。

新 規 七日町第８ブロック

南地区暮らしにぎ

わい再生事業

155,860 中心市街地のにぎわい創出・活性化を図ることを目的

に、国の制度を活用し、山形銀行本店の建替えに伴う

多目的ホールや交流広場等の公益的施設の整備につい

て支援する。

新 規 本町第１ブロック

南地区地域生活拠

点型再開発事業

103,300 定住人口の増加による中心市街地の活性化を図ること

を目的に、国の制度を活用し、小売店舗や集会所等の

公益的施設を設置した複合マンション整備について支

援する。

新 規 （仮称）花小路公園

整備事業・（仮称）

千歳館利活用事業

1,616 公園空白地域の解消とあわせて、観光拠点となる公園

整備を行うため、事業用地を先行取得し、国の登録有

形文化財を維持しながら、今後の活用方法を検討する。

(債務負担行為設定)

新 規 元気な地域農業担

い手育成支援事業

500 地域農業の持続的発展に向け、地域農業を支える人材

として多様な担い手を育成・確保するため、意欲ある

農業者が実施する、女性農業者の就農機会の拡大や労

働環境改善に係る設備の導入等の取組を支援する。

新 規 農地集約化推進モ

デル事業

4,541 農地集約化を推進するためのモデル地区を選定し、集

約化を進める仕組みづくりに対して支援する。

拡 充 山形市中心市街地

活性化戦略推進事業

（併記）

33,369 中心市街地グランドデザインの具現化に向け、中心市街

地活性化戦略本部の運営や、山形エリアマネジメント協

議会において、やまがた街なか出店サポートセンター事

業、街なか情報発信事業等を継続していくとともに、新

たに山形駅前大通りのテラス化事業を実施する。

拡 充 Ｑ１プロジェクト

推進事業

（併記）

131,171 令和３年度から整備を進めている第一小学校旧校舎を

活用した創造都市の拠点施設である「やまがたクリエ

イティブシティセンター・Ｑ１」について、令和４年

９月に供用を開始し、山形市が持つ多彩な地域資産を

多くの人との連携により磨き上げ、新たな価値を創造

することによって、中心市街地をはじめとするまちの

発展や地域経済の活性化を目指す。（③41,826千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 七日町歴史と文化 

活用街区整備事業

（併記）

147,900 中心市街地である七日町地区には、登録有形文化財であ

る料亭や歴史的地域資源である御殿堰があることから、

街路事業に併せ、中心市街地の活性化に結びつく街区整

備を行い、街なかの回遊性向上及び賑わいの創出を図る。

また、画地の整形や再配置により、土地の有効な利活用

を促進し、経済的効果及び商業・文化活動の活性化を図

るため、物件補償調査算定、意向調査、換地設計及び実

施計画の策定等を行う。

拡 充 山形市地域公共交 

通計画推進事業

（併記）

10,739 令和２年度策定の「山形市地域公共交通計画」に基づ

き、多様な交通手段による総合的かつ効果的な公共交

通ネットワークの構築を目的に、令和４年度はモデル

地区２地区を対象に新たな公共交通の実証運行を行

う。また、２地区においては導入に向けた協議・検討

を継続して行う。

拡 充 中心市街地賑わい

イ ベ ン ト パ ワ ー

アップ事業

10,000 中心市街地におけるイベントの雰囲気を高めるため、

先行事例と連携し、公共交通が集積している山形駅を

中心に、「願いちょうちんやっしょまかしょ」のイベン

トの装飾や告知などの事業を支援することで賑わいを

創出し、中心市街地の活性化を図る。

拡 充 労 働 力 確 保・UIJ

ターン就職応援事業

（併記）

8,317 山形への就職を希望する県外進学者等向けに合同企業

説明会、保護者向けセミナー、市内企業見学ツアー等

を開催し、地元企業の情報を発信する。また、新たに

企業と学生のマッチング促進を目的として、インター

ンシップ受入れ時における企業側の意識の向上やノウ

ハウの習得に向けたセミナーや勉強会を開催すること

で、若者の地元定着を図る。（③7,824千円）

拡 充 新規就農支援事業

（併記）

23,755 新規就農者の経営の安定を図るため、農地借地料や機

械導入費等に対して支援を行う。また、新規就農者の

確保・育成・定着を図るため、新規就農者受入協議会

が行う取組みを支援する。

拡 充 創 業 支 援 事 業

（併記）

7,112 創業機運を高め開業率を向上し雇用創出を推進するた

め、創業セミナー、創業ゼミ及び創業アワードを一括

して業務委託により実施する。また、新規創業者の情

報発信を支援するため、新たにプロモーション支援補

助金を創設する。（③2,214千円）

拡 充 （仮称）山形北イン

ター産業団地開発

事業

12,917 産業の活性化と魅力ある雇用機会の創出には、企業誘致

や市内企業の業務拡大による移転拡充の受け皿として、

さらなる産業用地の確保が必要である。令和４年度は、

農地転用及び開発許可の手続き等を進めるとともに、用

地取得・造成工事等の立替施行に係る実施協定を締結

するなど、計画的に開発を進める。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 山形市売上増進支 

援センター（Y-biz） 

運営事業

（併記）

70,437 産業振興と雇用創出に向けて、中小企業等の売上増進や

販路拡大を図るため、売上増進支援センターY-bizを運営

する。令和４年度は新たなプロジェクトマネージャーが

着任するとともに、より効果的・効率的な相談体制を構

築するため、新たにビジネスコーディネーターを採用し、

伴走型支援の体制強化を図る。

拡 充 山形まるごと活用・

体験推進事業

（併記）

5,452 山形市の伝統野菜のブランド化推進、特産農産物の知

名度向上・販売促進や、仙台市、福島市と連携しての

販路拡大事業を行うほか、新たに、山形市の伝統野菜

「蔵王かぼちゃ」の種苗保存の取組を行う。また、GI（地

理的表示）登録に係る費用や普及活動への支援、花笠

まつり用スゲ笠に使用するスゲ栽培委託や編み手育成

講習会を引き続き実施する。（③5,110千円）

拡 充 マーケットに対応

するための農業戦 

略本部運営事業

2,067 本市農業が抱える根本的課題の解決に向けて、農業戦

略本部を核とし、売れる農畜産物の生産、担い手や新

規就農者の育成確保、効率的な農業経営のための農地

集積や団地化及び中山間地域の農業振興等について戦

略を推進していく。また、新たにテーマごとの勉強会

も実施していく。農業産出額等の調査データを活用し

たマーケット調査及び中山間地域等における地域農業

モデル創出のための調査を実施する。

拡 充 農地集約化・本作 

化支援事業

204,015 米価の安定及び農業経営の発展を図るため、転作作物へ

の助成により団地化を奨励するほか、法人や大規模な担

い手農家が行う農業機械導入への支援及び各農事実行組

合への活動に対する支援を行う。また、共同防除用の無

人ヘリ２機の更新に伴い、購入費用に対して助成する。

（③188,362千円）

拡 充 園芸作物生産基盤

整備事業

26,817 園芸作物の安定生産や戦略農産物の生産拡大を図るた

め、おうとうの受粉蜂導入や老朽化したおうとう・ぶ

どうの施設修繕に対して支援を行う。また、所得向上

と園芸産地をリードする競争力の高い経営体の育成の

実現のため実施する園芸やまがた所得向上支援事業に

ついて、JAやまがたシャインマスカット団地の整備

に対して支援を行う他、事業実施主体の増により事業

を拡充して実施する。（③25,266千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 畜産物生産振興対

策事業

（併記）

14,059 畜産農家の経営安定を支援し、消費者に安定して安全

な畜産物を提供するため、家畜防疫や乳用牛・豚の優

良家畜生産、肉用牛のと畜料金や肉用牛肥育経営安定

交付金生産者負担金への支援を行う。また、意欲ある

畜産経営体の生産性向上等を支援する畜産所得向上支

援事業について、事業実施主体の増により事業を拡充

して実施する。（③8,072千円）

拡 充 山形市公設地方卸

売市場の整備に係 

る基本構想策定事業

（ 公設地方卸売市場

事業会計）

3,824 卸売市場の再整備に向けて、卸売市場としての機能強

化策や市民への開放の仕組みづくりに関する調査を令

和４年度に実施し、市場活性化を図るための基本構想

の策定を行う。（③3,762千円）

拡 充 認定農業者経営改 

善計画支援事業

24,927 山形市の農業を担う認定農業者の経営安定を図るため、

農業経営改善計画に即して行う農業用機械及び生産施

設の導入・整備に対して補助を行う。令和４年度から対

象品目にバックホーを追加し、また後継者がいると認め

られる場合は、年齢制限を撤廃する。

拡 充 市 産 材 利 用 拡 大 

促進事業

（併記）

17,550 適切な森林整備や木材関連産業の活性化を目的に、市

産材を一定量以上使用した新築住宅の建築に対し補助

を行う。移住・子育て世帯等には加算補助を行う。ゼ

ロカーボンシティ貢献加算枠を創設し、より多くの市産

材を使用する方への補助を拡充する。（③16,029千円）

拡 充 木質バイオマス需要 

拡大支援事業

（併記）

2,500 森林資源の有効活用に向け、ペレットストーブ及び薪

ストーブを設置した場合に補助を行う。ゼロカーボン

シティ貢献枠を創設し、市産材を利用する住宅や省エ

ネ健康促進住宅といった市が進める施策に沿った住宅

に薪ストーブ等を設置する場合、優先的に補助する。

（③1,500千円）

拡 充 市産材オリンピック

レガシー活用事業

54,028 市産材のPRと利用促進、木材産業の活性化を図るた

め、東京オリンピック・パラリンピック大会の選手村

ビレッジプラザで使用された市産材をレガシーとして

活用し、山形駅東西自由通路（アピカ）壁面の木質化

工事を行う。（③7,629千円）

拡 充 森林経営管理推進

事業

（併記）

27,326 これまで取り組んできた大字上宝沢のモデル地区にお

いて、経営管理権集積計画を作成した森林の間伐事業

を実施する。また、令和４年度からは、市内一円にお

いて優先度の高い地区から計画的に意向調査を実施

し、市への委託を希望する森林の境界確認測量及び集

積計画作成を実施する。（③7,280千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 中心市街地活性化

基本計画推進事業

9,056 中心市街地の賑わい創出と交流人口の増加を図るた

め、街なか観光地図の発行や街なか賑わいフェスティ

バルを開催する。

継 続 中 心 市 街 地 新 規 

出店者サポート事業 

（併記）

6,000 中心市街地にある空き店舗の解消を図るため、新規創

業（出店）を行おうとする者を支援し、多様な店舗の

集積により中心市街地の活性化を図る。

継 続 七日町賑わい創出

拠点整備事業

32,561 中心市街地における商業の核店舗であった旧大沼をイ

ベント等で活用するとともに、同施設を含むエリアを、

将来的に中心市街地をけん引する地域となるよう中長

期の活用方法について検討する。

継 続 五 堰 整 備 事 業

（併記）

7,144 市街地を流れる農業用水路（五堰）の石積みの補修を行

う。また、水路の機能を維持するため、除草及び土砂

浚渫を行う。

継 続 山形まるごと館紅

の蔵運営事業

（併記）

50,743 山形市の情報発信及び中心市街地活性化の拠点である

山形まるごと館紅の蔵の運営を行う。

継 続 霞城公園整備事業

（併記）

135,463 観光振興を目的として、令和４年度は園内の道路拡幅

工事、本丸御殿広場の造成及び御殿内観のCG復原を

行う。

継 続 中心市街地活性化

公園整備事業

（併記）

1,000 市街地の賑わいの創出と利用ニーズに応じた公園にする

ことを目的に、中心市街地活性化基本計画に位置づけら

れた区域内の公園を新設及び再整備する。令和４年度は、

第二公園の公園施設再配置について検討する。

継 続 地域大学との連携

による学生の街な

か居住推進事業

（併記）

41,433 山形市の中心市街地に所在する空き家や空き店舗等を

リノベーションし、学生専用賃貸住宅（準学生寮）を

供給することにより、中心市街地の活性化を図るため、

国及び県の住宅セーフティネット制度を活用し、住宅

供給等に係る経費（住宅改修及び家賃低廉化に係る経

費）の補助を行う。

継 続 公共交通運行事業

（併記）

51,777 生活交通の確保、地域間交流の促進による地域活性化

を図るため、コミュニティバス等の運行事業を実施す

るとともに、公共交通マップの作成等を通して、公共

交通の利用促進を図る。

継 続 中心商店街活性化

推進事業

9,370 賑わいあふれるまちづくりを推進するため、関係機関

が行う「花笠サマーフェスティバル」や「ウインター

フェスティバル」等のイベントへの補助を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 日本一の観光案内

推進事業

（併記）

19,928 観光案内所に外国語対応スタッフの常駐を行い、外国

人観光客に対しても温かみのある対応と顔が見える

サービスを提供する。また、やまがた観光ガイドブッ

ク「やまがたり」や、令和３年度に導入した「AIを

活用した観光案内システム」を活用し、観光客の利便

性や満足度を高め、質の高い観光情報を提供する。

継 続 中心市街地駐車場

配置適正化事業

286 山形市立地適正化計画に掲げる「多様なネットワークに

より地域がつながり歩いて暮らせる健康で賑わいのある

まちづくり」の実現に向け、中心市街地における駐車場

施策（駐車場配置適正化区域の設定や、路外駐車場の

配置及び規模の基準等）について検討を行い、エリアの

属性や需給バランスを踏まえた適正な配置、安全な歩行

者空間の創出や街並みの連続性の確保等に繋げる。

継 続 中心市街地歩行者

空間創出等事業

（併記）

27,567 中心市街地の活性化を図るため、すずらん商店街及び

七日町大通りにおいて、イス・テーブルやパークレッ

トの仮設、自動車の走行速度抑制等、道路空間の利活

用の更なる高度化にむけた取組み（安全・快適な歩行

空間の確保や賑わいの創出等に資する取組み）を社会

実験として実施する。

継 続 若者定着促進事業 

（併記）

3,354 大学生の市内企業への就職を促進するため、市内企業

や市内企業に就職した大学卒業生に対してインタ

ビューを実施し、その内容を動画やパンフレット、ウェ

ブサイト等により大学生と市内企業のマッチングに向

けた情報発信を行う。

継 続 安定雇用促進事業

（併記）

840 労働者や求職者の技能向上（資格取得）を推進し、地

元企業の未来を担う人材確保と労働者の安定した雇用

を図る。

継 続 生涯現役促進地域

連携事業

（併記）

5,000 やまがた生涯現役促進地域連携協議会が高年齢者雇用

対策事業を実施するにあたり、年度当初の運転資金に

ついて無利子で貸付を行う。また、市主催による合同

企業説明会等の高年齢者就労促進事業を行う。

継 続 起 業 家 教 育 事 業

（併記）

150 将来的な創業者の創出を図るため、市内の高校生を対

象に、創業機運を醸成するための教育プログラム（講

演会等）を実施する。

継 続 企業誘致・立地促 

進事業

（併記）

2,423,813 魅力ある雇用機会の創出と産業の振興を図るため、山

形市への企業の立地・誘致を促進する。

（貸付対象23社　③24社）

継 続 企業立地促進事業 

費助成金交付事業

113,177 産業の高度化とその振興及び雇用の増大を図るため、

企業立地審査会で指定企業として承認された10企業

に対して助成金を交付する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 地域経済牽引事業

者施設整備補助金

交付事業

（併記）

3,894 地域経済の活性化及び雇用機会の創出を促進するた

め、山形市における産業の集積や技術、人材等の特性

を活用し、地域企業に対する相当の経済効果を及ぼす

地域経済牽引事業に承認を受けた事業者に対し、支援

する。

継 続 チャレンジ企業応援

事業

（併記）

6,011 国内外における競争力の強化や将来への飛躍を目指す

市内中小企業の製品づくり・技術導入・新たな分野へ

の参入を支援することで、本市の産業の活性化を図る。 

なお、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の製品

開発等に新たに取り組む場合には、健康・医療分野に

該当とし、高い補助率を適用し支援する。

継 続 ビジネスマッチン

グサポート事業

6,849 本市産業の活性化を図るため、市内企業が販路開拓・

拡大を目指し自社製品及び技術等を広く国内外に紹介

するために見本市や展示会等に出展する取組みを支援

する。

継 続 中小企業金融対策

事業

（併記）

2,064,511 中小企業者の経営安定を図るため、融資あっせん事業、

保証料補給及び利子補給を行う。

継 続 伝 統 的 工 芸 産 業 

後継者育成支援事業 

（併記）

3,816 伝統的工芸産業の活性化と後継者育成を支援するため、

事業者及び修行者に対する支援や学生と職人の交流事

業を実施する。なお、令和３年度に引き続きガバメント

クラウドファンディングを活用し事業の周知を図る。

継 続 小規模農家支援事業 6,400 販売農家の７割を占める小規模農家を支援し、農業者の

減少や農産物生産量の減少、後継者不足に歯止めをかけ

るために、小規模農家個人や小規模農家で組織したグ

ループが使用する農業用機械等を購入する際に支援を行

う。農地の貸し借りについて、農用地利用集積計画によ

る利用権が成立した場合に、契約期間に応じて、農地の

受け手に対して支援を行う。また有害鳥獣対策に費用が

掛かる中山間地域に加算を行う。

継 続 ６次産業化促進支 

援事業

1,784 ６次産業化へ向けた取組みを支援するため、農業者や

商工業者と連携して取り組む新商品開発や試作品販

売、新販売方法の導入及び商談会への出展等に対して

支援を行う。さらに観光農園等が誘客拡大に向けて行

う施設整備に対して支援を行う。

継 続 中山間地域農業活

性化推進事業

1,351 中山間地域の耕作放棄地の発生を防止し、中山間地域

における特産農作物の生産振興を図るため、農業生産

活動に対して補助を行う。

継 続 環境保全型農業生産

基盤整備事業

210 食の安全・安心に対応するため、環境に配慮した農業

を実践する農業者に対し支援する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 食育・地産地消推

進事業

（併記）

4,014 食育・地産地消推進のため、野菜ソムリエと連携した

市産農産物のPRや、専門家による食文化に関する講

話、市民団体等による食育推進活動の取組事例紹介等

を行う。また、飲食店等を「山形市地産地消の店」と

して認定し、地元農産物のPR及び消費拡大を図る。

また、令和５年度から５年間の目標を設定した「第３

次山形市食育・地産地消推進計画」を策定する。

継 続 有害鳥獣等食害対 

策事業

45,013 有害鳥獣による農作物被害を防止し、安定した農業生

産を守るために、わな設置数の増加や捕獲の体制を強

化する。また農地への有害鳥獣の侵入を防ぐワイヤー

メッシュ柵の整備を行う。

継 続 中山間地域農業活

性化推進事業

24,275 中山間地域の耕作放棄地の発生を防止し水源涵養機能

等の多面的機能を維持するとともに中山間地域におけ

る特産農作物の生産振興を図るため、農業生産活動に

対して補助を行う。

継 続 戦略作物作付促進

事業

4,750 米の需給安定に向けた水田での主食用米からの作付転

換を促すために、農業戦略本部で選定した対象作物の

生産に必要な農業用機械及び生産施設の導入・整備に

対して補助を行う。さらに作付後の収穫量が安定しな

い「ねぎ」の作付けに対し支援する。

継 続 担い手育成支援事業

（併記）

6,668 市内農業の担い手となる農業者の育成及び確保を図る

ため、農業後継者、女性農業者、各種農業団体、集落

営農組織の研修事業などを行うとともに、各種農業団

体の活動に対して助成する。また、人・農地プランの

策定に必要な取組みを支援する。

継 続 多面的機能支払交

付金事業

205,019 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るた

め、農用地・水路等の基礎的な保全管理と、地域資源

の質的向上を図る共同活動、施設の長寿命化のための

活動に対して支援を行う。

継 続 市産材ブランド化

推進事業

（併記）

6,110 市産材のブランド化に向けた取組みとして、木材利用

に関する普及啓発や木育事業を推進するため幼児向け

に木製積木の贈呈を行う。

継 続 林 道 整 備 事 業 17,903 間伐等の搬出コストを軽減し、良質な市産材を確保す

るため、林業専用道１路線の開設工事及び新規路線の

開設に向けた測量調査を行う。

継 続 市産材安定供給に

向けた森林整備促

進事業

（併記）

16,456 木材の利用促進や森林の有する多面的機能の維持・保

全を図るため、市有林の間伐、下刈りの森林施業を行

うほか、民有林において、皆伐再造林後の保育施業を

実施する者への支援を行う。

計 6,647,815
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⑹　山形ブランドの浸透と交流の拡大

　山形ブランドの浸透と発信については、山形ブランドの認知度向上に

向けた情報発信として、ふるさと納税への取組を通して、特産品の周知

と地場産業の振興を図るとともに、山形市に関わりを持った方に対し、

観光地、イベント、移住・定住等に関する情報を継続的に発信し、それ

らの学習・体験を促すことで、ブランド力の向上及び地域経済の活性化

を図る。山形市への応援として託された寄附金は「健康医療先進都市」

の確立や子育て、教育等の発展計画に掲げる施策の推進に活用する。

　また、首都圏において、様々な機会をとらえてプロモーション活動を

推進するとともに、山形出身者向けに、SNSを活用した情報発信やオン

ラインでの就職支援セミナー等を開催する。

　農林産物のブランド化では、畜産農家の経営安定を支援し、消費者に

安定して安全な畜産物を提供するため、優良な家畜の生産に向けた取組

や、規模拡大及び生産性の向上等を図る設備等の導入に対する支援を行

うほか、肉用牛肥育農家の経営安定を図るため、牛マルキン制度登録負

担金や、と畜料金への支援を行う。

　ニーズに対応した観光振興については、観光拠点の整備として、道の

駅（仮称）蔵王について、令和５年度の供用開始を目指し、引き続きア

クセス道路改良工事等を行うとともに、施設の建設工事に着手する。

　通年型・体験型観光の基盤づくりでは、山形市、上山市及び天童市で

取り組んできた三市連携によるDMOを拡大し、令和３年度に設立した

連携中枢都市圏における７市７町による「DMOさくらんぼ山形」にお

いて、スケールメリットを活かした旅行商品の企画・提案を行い、観光

客の誘客を促進する。

　また、山形広域圏の経済活性化を図るとともに、観光客で賑わうまち

を目指すため、コンベンション主催者のニーズの把握やコンベンション
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開催の誘致・支援活動の推進に対して支援を行う。

　観光資源の魅力向上と情報発信では、東北絆まつりで培った東北６都

市の連携を活かし、自然や食、文化、観光の魅力を発信し、東北域内へ

の来訪と周遊を促進するため、観光プロモーション事業を展開する。

　また、山形駅の観光案内所において、山形らしく温かみのある対応と

顔が見えるサービスを提供するとともに、AIを活用した観光案内シス

テムにより、それぞれの旅行者にあった質の高い観光情報を提供する。

　イベントの開催による交流人口拡大では、花笠まつりのブランディン

グと更なる観光誘客を促進するため、パレードの先頭を飾る蔵王大権現

山車の人力山車へのリニューアルを目指し、令和４年度は制作手法や資

金調達方法等の検討を行う。

　また、第６回「山の日」全国大会を蔵王で開催し、魅力発信と山岳観

光の振興を図る。

　移住定着・関係人口の拡大については、移住・定着の促進として、移

住コンシェルジュによる相談や情報発信を引き続き行うとともに、山形

市での暮らしに興味・関心を持った方に対し、希望に応じた暮らしを体

験できるオーダーメイド型の移住体験ツアーを新たに実施する。

　関係人口の拡大では、地域おこし協力隊を新たに配置するとともに、

三大都市圏に所在する民間企業からの社員の受け入れを拡充し、民間企

業の専門知識・業務経験・人脈・ノウハウ等を活かした取組を進める。

　国際化への対応については、海外との交流促進として、コロナ収束後

の更なる交流に寄与するため、台南市の特産品や観光等を紹介する台南

フェアを市内で開催する。

　在住外国人の支援では、国際交流センターに、引き続き外国人専門相

談員を配置し、外国人労働者の支援充実を図る。

　スポーツツーリズムの推進については、スポーツイベントによる交流

拡大として、新たにサマージャンプ大会を開催するとともに、大会の開
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催に必要な風向風速計測器等の整備を行う。

　また、引き続き山形まるごとマラソン大会や女子スキージャンプワー

ルドカップ蔵王大会の開催のほか、市内でのプロスポーツの活動支援を

通して、スポーツイベントによる交流拡大を図る。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 東北六市連携観光

プ ロ モ ー シ ョ ン 

推進事業

5,715 東北六魂祭、東北絆まつりで培った東北６都市（青森

市、秋田市、盛岡市、仙台市、山形市、福島市）の連

携を活かし、東北最大の魅力である夏祭りを入口とし、

東北各地の自然、食、文化、観光の魅力を発信し、東

北への来訪、周遊を目指す。

新 規 山 形 花 笠 ま つ り 

人力山車制作事業

500 花笠まつりのブランディングと更なる観光誘客のた

め、パレードの先頭を飾る山車である蔵王大権現山車

を日本各地の伝統的な祭りに倣い人力山車へとリ

ニューアルする事業を立ち上げる。令和４年度は制作

手法や資金調達方法等の検討を行う。

新 規 移住支援窓口機能

強化事業

（併記）

5,640 三大都市圏に所在する民間企業の社員の受け入れを行

い、移住支援窓口業務に民間企業の専門知識・業務経

験・人脈・ノウハウ等を活かす。

新 規 地域おこし協力隊

導入事業

7,346 都市地域より地域おこし協力隊の受け入れを行い、地

域活性化につながる業務に専門知識・業務経験・人脈・

ノウハウ等を活かす。

新 規 サマージャンプ大会

開催事業

68,755 ジャンプ台の有効利用をはじめ、大会を開催すること

による蔵王への注目度アップ、また、蔵王温泉地域の

活性化を図ることを目的とし、新たにサマージャンプ

大会を開催する。あわせて、大会開催に必要な風向風

速計測器やビデオ判定カメラ等を整備する。

拡 充 山形まるごと活用・

体験推進事業

（併記）

5,452 山形市の伝統野菜のブランド化推進、特産農産物の知

名度向上・販売促進や、仙台市、福島市と連携しての

販路拡大事業を行うほか、新たに、山形市の伝統野菜

「蔵王かぼちゃ」の種苗保存の取組みを行う。また、

GI（地理的表示）登録に係る費用や普及活動への支援、

花笠まつり用スゲ笠に使用するスゲ栽培委託や編み手

育成講習会を引き続き実施する。（③5,110千円）

拡 充 畜産物生産振興対 

策事業

（併記）

14,059 畜産農家の経営安定を支援し、消費者に安定して安全な畜

産物を提供するため、家畜防疫や乳用牛・豚の優良家畜生産、

肉用牛のと畜料金や肉用牛肥育経営安定交付金生産者負担

金への支援を行う。また、意欲ある畜産経営体の生産性向

上等を支援する畜産所得向上支援事業について、事業実施

主体の増により事業を拡充して実施する。（③8,072千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 道 の 駅 整 備 事 業 713,391 蔵王及び山形の地域資源の魅力を発信し交流人口の拡

大を図るため、引き続き道の駅「（仮称）蔵王」の設

計及びアクセス道路改良工事を行う。また、施設の建

設工事に着手する。（③76,490千円）

拡 充 山形連携中枢都市

圏観光地域づくり

推進事業

14,000 山形市、上山市及び天童市で取り組んできた三市連携

によるDMOを拡大し、山形連携中枢都市圏の７市７町

によるDMOさくらんぼ山形において、地域の観光資源

を活用してさらなる旅行商品の企画・造成を行い、国

内外からの旅行者の誘客を図る。（③6,318千円）

拡 充 第 ６ 回「 山 の 日 」

全国大会を活かし 

た山岳観光振興事 

業

（併記）

16,817 第６回「山の日」全国大会を蔵王で開催（実行委員会を

組織し山形県・上山市と共催）する。蔵王の魅力発信、

山岳観光の振興を図り、アウトドア・キャンプブームと

の相乗効果による誘客で市内の賑わい創出、経済効果に

よる地域活性化を図る。（③5,805千円）

拡 充 移住・定着促進事業

（併記）

13,773 移住コンシェルジュによる相談や情報発信を引き続き

行うとともに、山形市での暮らしに興味・関心を持っ

た方に対し、希望に応じた暮らしを体験できるオー

ダーメイド型の移住体験ツアーを新たに実施する。

拡 充 住宅リフォーム総 

合支援事業

（併記）

114,014 市内住宅関連産業を中心とした地域経済活性化と住環

境の向上を図るため、住宅リフォームやブロック塀等

の撤去工事に対する支援を行う。また、令和４年度は

脱炭素等に配慮した住宅リフォーム等について、対象

者の要件を拡充する。

拡 充 創 業 支 援 事 業

（併記）

7,112 創業機運を高め開業率を向上し雇用創出を推進するた

め、創業セミナー、創業ゼミ及び創業アワードを一括

して業務委託により実施する。また、新規創業者の情

報発信を支援するため、新たにプロモーション支援補

助金を創設する。（③2,214千円）

拡 充 市 産 材 利 用 拡 大 

促進事業

（併記）

17,550 適切な森林整備や木材関連産業の活性化を目的に、市

産材を一定量以上使用した新築住宅の建築に対し補助

を行う。移住・子育て世帯等には加算補助を行う。ゼ

ロカーボンシティ貢献加算枠を創設し、より多くの市産

材を使用する方への補助を拡充する。（③16,029千円）

拡 充 地域活性化起業人

交流事業

22,486 三大都市圏に所在する民間企業の社員の受け入れを拡

充し、市の業務に民間企業の専門知識・業務経験・人

脈・ノウハウ等を活かす。（受入人数２人→４人）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 ふるさと納税推進

事業

（併記）

1,031,464 特産品の周知と地場産業の振興を図るとともに、より

魅力的なお礼の品の充実を図ることで寄附金額の確保

に取り組み、山形市への応援として託された寄附金を

寄附者が選択した使い道に応じて各施策へ有効活用する。

継 続 山形まるごと推進

事業

7,966 山形市の魅力ある地域資源（お宝）のブランド化を推

進し、地域経済の活性化を図る。

継 続 山形の観光と物産

展実行委員会支援

事業

6,392 山形の観光資源と物産品を広く紹介し、物産の販路拡

大と首都圏に対する本市への観光誘客により、地域活

性化及び経済波及効果の増大を図るため、実施主体に

対して、開催に要する経費の一部を支援する。

継 続 やまがたプロモー

ション推進事業

4,162 山形市の様々な魅力を発信するため観光・物産のPR

イベントを実施する。また、首都圏の大学などに進学

している山形出身者向けに地元就職に関する情報や良

好な生活環境であることを情報提供する就職支援セミ

ナーや懇談会等を開催する。各種イベント等の開催に

あたり新型コロナウイルス感染症に対応するため、

SNSを活用した情報発信やオンラインを併用したイベ

ントを開催する。

継 続 市産材ブランド化 

推進事業

（併記）

6,110 市産材のブランド化に向けた取組みとして、木材利用

に関する普及啓発や木育事業を推進するため幼児向け

に木製積木の贈呈を行う。

継 続 観光地環境整備事業

（併記）

11,218 山形市の観光施設全般の整備を行う。①蔵王を国際競

争力の高いスキーリゾートへグレードアップするた

め、官民一体となったハード・ソフト両面からの整備

を行う。②山寺地区の観光案内の多元化に取り組む。

③その他、観光案内、登山道等の整備を行う。

継 続 コンベンション誘 

致推進事業

44,063 山形広域圏（７市７町）の経済活性化を図るとともに、

観光客で賑わうまちを目指すため、コンベンション主

催者のニーズの把握やコンベンション開催の誘致・支

援活動の推進に対して支援を実施する。

継 続 山形・仙台・福島

三市による広域観

光開拓事業

2,789 山形市、仙台市及び福島市の広域連携による効果的な

誘客活動を展開することで観光客の回遊や滞在時間の

延長を図り、交流人口の拡大による地域活性化及び経

済波及効果の増大を図る。

継 続 山形まるごと市開催 

支援事業

700 山形まるごと市の開催を支援することにより、蔵王温

泉と山寺を結ぶルート沿いの農産物や特産物の販売と

PRを行うことで、販路拡大や観光振興を図る。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 日本一の観光案内

推進事業

（併記）

19,928 観光案内所に外国語対応スタッフの常駐を行い、外国

人観光客に対しても温かみのある対応と顔が見える

サービスを提供する。また、やまがた観光ガイドブッ

ク「やまがたり」や、令和３年度に導入した「AIを

活用した観光案内システム」を活用し、観光客の利便

性や満足度を高め、質の高い観光情報を提供する。

継 続 山形国際ドキュメ

ン タ リ ー 映 画 祭 

開催費補助事業

（併記）

50,000 市民の文化活動を促進し国際交流を図ることを目的

に、運営主体である認定NPO法人山形国際ドキュメ

ンタリー映画祭に対し、補助金を交付する。

継 続 移住者対象給付事業

（併記）

5,000 山形市への移住・定着を促進するため移住者に対して

支援金を交付し、移住希望者等の経済的な負担軽減を

図る。

継 続 映像によるシティ

ブランディング推

進事業

（併記）

5,376 令和３年度に引き続き、山形市の魅力を伝える動画コ

ンテンツを制作するとともに、広く情報発信を行い、

地域ブランディングを推進する。

継 続 定住者向け奨学金

返還支援事業

（併記）

9,809 奨学金の返還支援を通して、山形市に定着・就職する

若者やＵターン就職者の増を見込むとともに、地元企

業の人材不足の解消を図る。

継 続 若者定着促進事業

（併記）

3,354 大学生の市内企業への就職を促進するため、市内企業

や市内企業に就職した大学卒業生に対してインタ

ビューを実施し、その内容を動画やパンフレット、ウェ

ブサイト等により大学生と市内企業のマッチングに向

けた情報発信を行う。

継 続 地域大学との連携

による学生の街な

か 居 住 推 進 事 業

（併記）

41,433 山形市の中心市街地に所在する空き家や空き店舗等を

リノベーションし、学生専用賃貸住宅（準学生寮）を

供給することにより、中心市街地の活性化を図るため、

国及び県の住宅セーフティネット制度を活用し、住宅

供給等に係る経費（住宅改修及び家賃低廉化に係る経

費）の補助を行う。

継 続 台南市との交流事業 1,084 台南市との友好交流促進に関する協定に基づき、各分

野での交流を推進するため、交流推進アドバイザーを

講師に招き講演会等を開催する。また、台南フェアを

開催し、市民の交流への機運を高め、コロナ収束後の

更なる交流に寄与する。

継 続 企業版ふるさと納 

税推進事業

448 市外企業への制度PR等を通して、当市のビジョンや

事業趣旨を広く周知し、パートナーシップの構築など、

新たな関係構築を図る。
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⑺　都市の活動を支える基盤整備

　都市の活力向上を図るまちづくりについては、魅力ある都市空間の形

成として、中心市街地である七日町地区において、登録有形文化財であ

る料亭や歴史的地域資源である御殿堰を活用した街区整備を行い、街な

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 山形応援団推進事業 2,387 山形にゆかりがあり、山形市を応援しようという意思

を持った首都圏の経済人等を会員とする山形応援団を

組織・運営し、会員の豊かな経験や広い人脈を活用し、

山形市のイメージアップやファンづくり、ふるさと納

税等への協力を得る。

継 続 山形ブランドメン

バーズ事業

（併記）

17,939 ふるさと納税の寄附者等の関係人口に対し、山形の特

産品や観光地、イベント、歴史・文化、移住・定住に

関する情報を継続的に発信するとともに、それらの学

習・体験を促すことで、山形ブランド等の認知度及び

ブランド力の向上並びに地域経済の活性化を図る。

継 続 東京オリンピック・

パラリンピックレ

ガシー活用事業（ホ

ストタウン草の根

交流）

466 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の際にホ

ストタウンとして交流を行った国や地域との交流を継

承し、レガシーとして次代に繋いでいく。令和４年度

は、主にサモア独立国との交流を行う。

継 続 在住外国人支援事業

（併記）

676 就労をきっかけに山形市に来た外国人の定住を促進す

るため、在住外国人の支援充実を図り、海外からやっ

てくる労働者の転入先として魅力のある市を目指す。

継 続 山形まるごとマラ

ソン大会開催事業

33,354 域外との交流を促進し、山形の魅力を広く発信する機

会とするため、全国から参加選手を募り、ハーフマラ

ソンの部を中心にした5,000名規模のマラソン大会を

令和４年10月に開催する。

継 続 女子スキージャン

プワールドカップ

蔵王大会開催事業

78,953 域外との交流を促進し、山形の魅力を広く発信する機

会とするため、蔵王ジャンプ台（アリオンテック蔵王

シャンツェ）を会場に女子ワールドカップを開催する。

継 続 プロスポーツ連携

支援事業

20,000 市民のスポーツ活動の促進のため、プロスポーツチー

ムと連携して、プロスポーツの観戦や交流の機会を拡

充し、スポーツ参画人口の拡充を図る。

計 2,431,215



― 58 ―

かの回遊性の向上と賑わいの創出を図る。

　また、四日町山家町線沿線エリア（鈴川地区）において、街路事業と

沿道地域のまちづくりが一体的となった整備を検討するため、まちづく

り基本調査を行う。

　景観形成の推進では、観光地としての景観向上及び災害時の電柱倒壊

被害を防止するため、山寺地区において無電柱化に向けた設計等を行っ

てきたが、令和４年度は無電柱化工事に着手する。

　誰もが快適に利用できる公共交通網の構築については、ニーズに対応

した公共交通網の検討として、多様な交通手段による総合的かつ効果的

な公共交通ネットワークを構築するため、モデル地区２地区において新

たな公共交通の実証運行を行い、本格的な運行と他地区への事業展開を

目指す。

　生活交通の確保維持では、地域間交流の促進による地域活性化を図る

ため、コミュニティバス等の運行事業を引き続き実施するとともに、公

共交通マップの作成等を通して、公共交通の利用促進を図る。

　利便性を高める道路網の整備については、東北中央自動車道を活用し

た地域経済の活性化として、東北中央自動車道から得られるストック効

果を最大限に活用するため、（仮称）山形パーキングエリアスマートイン

ターチェンジについて、令和５年度中の完成を目指し、引き続き整備を

進める。

　また、山形パーキングエリアを活用し、山形市の魅力発信、高速道路

利用者の利便性向上等を図るため、近接する西公園で導入予定のPark-

PFIと連動した一体的な事業展開に向けて引き続き検討を進める。

　安全で利便性の高い道路ネットワークの構築では、街路事業、道路・

橋りょう新設改良事業を引き続き推進する。

　魅力ある公園の整備については、憩いの場・防災拠点としての都市公

園の整備として、西部工業団地内にある公園等を再編するため、新公園
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の整備に向けて、用地取得及び造成工事を行う。

　また、霞城公園において、引き続き本丸御殿広場の整備等を進めると

ともに、観光振興に資するため、山形城本丸御殿の内観をCGで復原する。

　都市公園の機能向上に向けた環境整備では、来訪者や市民の利便性を

図るため、もみじ公園においてWi-Fi環境を整備する。

　また、Park-PFIの導入に向け、西公園において基本指針を策定し事

業者の公募を行うとともに、駅前公園、嶋遺跡公園及び西成沢公園にお

いてマーケットサウンディング等を実施する。

　健康で快適な住環境の整備については、暮らしやすい住環境の整備と

して、コロナ禍による社会環境の変化や人々の価値観の多様化に対応し

た豊かな住生活を実現するため、（仮称）山形市住生活基本計画を策定する。

　また、家屋の修繕等の住宅リフォームやブロック塀等の撤去工事に対

する補助を継続するとともに、高気密・高断熱な住宅へのリフォーム等

に対する要件を拡充し、脱炭素社会の実現に向けた取組を推進する。

　まちなか居住の推進では、山形市の中心市街地に所在する空き家や空

き店舗等をリノベーションし、学生専用賃貸住宅を供給するため、住宅

改修及び家賃低廉化に係る経費に対する補助を行う。

　災害に強いまちづくりについては、防災体制の強化に向け、災害発生

時の初動応急対策として、特に被害の大きい地域やライフラインの途絶

した地域における被災者支援を強化するため、浄水器やガス、発電機等

のインフラ資機材を搭載した災害支援車を新たに導入する。平常時は、

地域の防災訓練等に出向き、防災意識の普及啓発を促進する。

　また、自主防災組織の組織率向上と活動を推進するため、装備備蓄へ

の補助や防災訓練等の実施に対し報償金を支給するとともに、防災士の

養成を推進し地域防災力の向上を図るため、防災士養成講座の受講料に

対し、新たに補助を行う。

　住宅及び大規模建築物の耐震化等の促進では、耐震診断の結果、耐震
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補強工事による耐震性の確保が困難と診断された市営住宅において、入

居者の安全性を確保するため、他の市営住宅等への移転を進める。

　浸水被害軽減対策の推進では、集中豪雨等の頻発化、激甚化による中

心市街地の浸水被害の軽減を図るため、雨水施設への接続箇所の増設や

集水機能の強化工事を行うとともに、排水ポンプ車を配備し、有事に備

える。

　雪に強いまちづくりでは、冬季間における車両のスリップ事故を防止

し、人と自転車の回遊性の向上を図るため、安全で快適な道路環境の確

保に向け消雪道路を整備する。

　消防機能の拡充では、東消防署蔵王温泉出張所の移転建替基本構想に

基づき、令和７年度中の運用開始に向けて、用地取得、地質調査及び建

築設計等に着手する。

　上下水道の安定経営と防災対策強化では、災害時における初期の応急

給水活動と応急復旧の更なる強化を図るため、市避難所の受水槽を活用

するための施設整備を行うとともに、配水ブロックの整備を進める。

　また、施設の更新費用や運転経費等の効率化による経営基盤の強化を

図るため、水道事業及び下水道事業の広域化に向けた検討を進める。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 災害支援車（LCX）

導入事業

6,544 災害発生時の初動応急対策として、特に被害の大きい

地域やライフラインの途絶した地域における被災者支

援の強化を目的に、インフラ資機材（浄水器、ガス、

発電機）を搭載した災害支援車（LCX）を導入、運用

する。

新 規 高 齢 者 移 動 支 援 

サービス検討事業

（併記）

758 高齢者の生活支援と介護予防につながる外出支援を目

的に、スーパーや通院など日常生活を営む上で必要と

なる行先の希望をとり、民間タクシーへの同乗をコー

ディネートするモデル事業を２地区で行い、新たな移

動支援サービスの導入に向けた検討を行う。

新 規 住生活基本計画策

定事業

11,811 コロナ禍等による社会環境の大きな変化や人々の価値

観の多様化に対応した豊かな住生活を実現し、山形市

民の住生活の安定の確保及び向上の促進を図るため、

（仮称）山形市住生活基本計画を策定する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 東消防署蔵王温泉

出張所移転建替事

業

債 務 負 担

行為設定

「東消防署蔵王温泉出張所移転建替基本構想」に基づ

き、令和４年度は用地交渉、用地測量及び造成設計等

を行う。また、令和５年度にかけて地質調査及び建築

設計を行う。

拡 充 七日町歴史と文化 

活用街区整備事業

（併記）

147,900 中心市街地である七日町地区には、登録有形文化財で

ある料亭や歴史的地域資源である御殿堰があることか

ら、街路事業に併せ、中心市街地の活性化に結びつく

街区整備を行い、街なかの回遊性向上及び賑わいの創

出を図る。また、画地の整形や再配置により、土地の

有効な利活用を促進し、経済的効果及び商業・文化活

動の活性化を図るため、物件補償調査算定、意向調査、

換地設計及び実施計画の策定等を行う。

拡 充 山寺地区景観形成

（無電柱化）事業

22,371 無電柱化の実施により、観光地としての景観を向上さ

せるとともに、災害時の電柱倒壊被害防止を図る。令

和４年度は山寺地区の無電柱化工事に着手する。 

（③14,278千円(無電柱化に係る工事設計等））

拡 充 山形市地域公共交 

通計画推進事業

（併記）

10,739 令和２年度策定の「山形市地域公共交通計画」に基づ

き、多様な交通手段による総合的かつ効果的な公共交

通ネットワークの構築を目的に、令和４年度はモデル

地区２地区を対象に新たな公共交通の実証運行を行

う。また、２地区においては導入に向けた協議・検討

を継続して行う。

拡 充 住宅リフォーム総 

合支援事業

（併記）

114,014 市内住宅関連産業を中心とした地域経済活性化と住環

境の向上を図るため、住宅リフォームやブロック塀等

の撤去工事に対する支援を行う。また、令和４年度は

脱炭素等に配慮した住宅リフォーム等について、対象

者の要件を拡充する。

拡 充 自主防災組織育成

事業

（併記）

12,531 自主防災組織の組織率向上と活動の推進を目的に、自

主防災組織の装備備蓄への補助及び防災訓練等を実施

した自主防災組織に対し報償金を支給するとともに、

地区自主防災組織連絡会活動支援報償金を支給し、活

動支援を行うことで自主防災組織間の連携強化を図

る。また、市内30地区全てで１名以上の防災士が養成

されることを目指し、新たに自主防災組織人材育成事

業費補助金を交付することで、山形県防災士養成講座

を受講し、防災士資格を取得した自主防リーダー又は

同等の活動を行っている方の個人負担軽減を図る。

拡 充 雪につよい消雪道路

整備事業

（併記）

72,000 冬期間における車両のスリップ事故を防止し、人・自

転車の回遊性を高め、安全で快適な道路環境を確保す

る事を目的に、消雪道路を整備する。令和４年度は測

量設計が完了した蔵王温泉地内線の13ほか１路線の

工事に着手する。（③17,550千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 四日町山家町線沿

線エリア（鈴川地

区）居住環境向上

事業

10,052 「都市計画道路四日町山家町線」のうち、馬見ケ崎橋

以東の国道13号までの区間において、街路事業と沿

道地域のまちづくりが一体的となった整備を検討する

ため、まちづくり基本調査を行う。

継 続 さくら並木更新事業 3,240 馬見ケ崎さくらラインの桜並木を保全することを目的

に、更新計画に基づき計画的な植替えを行う。

継 続 景観重点地区景観

形成推進事業

（併記）

36,517 重点的に良好な景観の形成及び保全を図ることを目的

に、景観重点地区として指定した地区について、国の

制度を活用し、地区独自の景観形成方針や基準に合致

する修景工事等に対して補助を行う。また、景観重点

地区の指定を目指している地区について、景観まちづ

くり活動を支援する。

継 続 公共交通運行事業 

（併記）

51,777 生活交通の確保、地域間交流の促進による地域活性化

を図るため、コミュニティバス等の運行事業を実施す

るとともに、公共交通マップの作成等を通して、公共

交通の利用促進を図る。

継 続 スマートインター

チェンジ整備事業

60,602 東北中央自動車道から得られるストック効果を最大限

に活用するため、（仮称）山形パーキングエリアスマー

トインターチェンジについて、令和５年度中の完成を

目標に整備を進める。また、山形JCT周辺については、

スマートインターチェンジの設置候補箇所について、

費用対効果等の検証を行う。

継 続 パーキングエリア

利活用事業

556 平成31年４月13日に開設した山形パーキングエリア

を活用し、山形市の魅力発信、高速道路利用者の利便

性向上、観光振興及び地域活性化を図るため、近接す

る西公園で導入予定のPark-PFIと連動した一体的な

事業を展開するため、整備に向けた関係者協議を行う。

継 続 道路・橋りょう新 

設改良事業

680,720 都市機能の整備充実を図るため、道路・橋りょう（市

道鈴川青野線ほか12路線）の新設改良を推進する。

継 続 街 路 事 業 1,281,481 中心市街地へのアクセス向上を図る四日町山家町線の

整備を推進するとともに、駅環状道路に位置づけてい

る十日町双葉町線、旅篭町八日町線、都心リングに位

置づけている諏訪町七日町線の整備を推進し、中心市

街地の回遊性を高める。あわせて、無電柱化や幅広歩

道の整備を行い防災機能も強化する。

継 続 あかねケ丘公園再 

整備事業

6,700 安心安全で時代のニーズを捉えた公園とすることを目

的に、商業高等学校の校舎改築事業に伴い、隣接する

あかねケ丘公園を再整備する。令和４年度は、公園北

側に擁壁の整備を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 西部工業団地公園

再編事業

203,358 西部工業団地内にある公園等の再編を目的に、新公園

の整備を行う。令和４年度は、引き続き用地取得を行

い、造成工事を実施する。

継 続 霞城公園整備事業 

（併記）

135,463 観光振興を目的として、令和４年度は園内の道路拡幅

工事、本丸御殿広場の造成及び御殿内観のCG復原を

行う。

継 続 中心市街地活性化

公園整備事業

（併記）

1,000 市街地の賑わいの創出と利用ニーズに応じた公園にする

ことを目的に、中心市街地活性化基本計画に位置づけら

れた区域内の公園を新設及び再整備する。令和４年度は、

第二公園の公園施設再配置について検討する。

継 続 都市公園Wi-Fi環境

整備事業

1,162 来訪者や市民の利便性を図るため、都市公園において

Wi-Fi環境を整備する。令和４年度は、もみじ公園で

Wi-Fi環境整備を行う。

継 続 Park-PFI導入事業 192 公園の利便性や魅力を高めることを目的に、Park-PFI

導入に向け、西公園では事業者公募し、協定締結を行

う。また、駅前公園ほか２公園ではマーケットサウン

ディングや事業者公募に係る指針策定等を行う。

継 続 省エネ健康促進住

宅補助事業

（併記）

7,683 地球温暖化対策の推進のため、高水準の気密・断熱性

能を有する新築住宅の建築等に補助を行う。

継 続 住 宅 セ ー フ テ ィ

ネット事業

2,003 住宅確保要配慮者向けの民間賃貸住宅の供給を促進

し、住宅確保要配慮者に係る賃貸住宅の安定供給を図

るため、空き家及び集合住宅の空き部屋等を改修し、

住宅確保要配慮者専用賃貸住宅を供給しようとする者

に対し、住宅改修に要する経費を補助する。

継 続 空き家等対策推進

事業

7,095 空き家の利活用や適正管理を推進し、不適切な管理に

より地域住民の生活環境に悪影響を及ぼす管理不全空

き家の増加を抑制するため、空き家バンク等による空

き家の利活用を図るとともに、老朽危険空き家等の除

却工事費の補助を行うなど、空き家の状況や所有者等

のニーズに応じた空き家等対策事業を実施する。

継 続 在宅介護支援住宅

改修補助事業

（併記）

4,000 高齢者や障がい者等ができるだけ長く在宅での生活を

続けられるよう、対象となる住宅改修工事（バリアフ

リー工事、感染症対策工事等）を認定するとともに、

その費用の一部を補助し負担軽減を図る。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 地域大学との連携

による学生の街な 

か居住推進事業

（併記）

41,433 山形市の中心市街地に所在する空き家や空き店舗等を

リノベーションし、学生専用賃貸住宅（準学生寮）を

供給することにより、中心市街地の活性化を図るため、

国及び県の住宅セーフティネット制度を活用し、住宅

供給等に係る経費（住宅改修及び家賃低廉化に係る経

費）の補助を行う。

継 続 緊急時情報収集伝 

達手段整備事業

7,203 災害時における、市民への一斉伝達手段や停電等通常

の通信手段が使用できない場合における情報収集伝達

手段の充実を図るため、引き続きＪアラート情報シス

テム及び防災行政無線機器等の維持管理を行う。

継 続 防災ラジオ運営管 

理事業

1,862 災害時の緊急情報等を伝達するため、融雪型火山泥流

避難区域、土砂災害警戒区域、浸水想定区域等の被害

が想定されている区域の自主防災組織や町内会及び希

望する市民に配布した防災ラジオの放送業務を行う。

継 続 災害対策備蓄品整 

備事業

（併記）

3,836 災害発生時に最低限必要な物資の供給体制を整備する

ことを目的に、東日本大震災の経験を踏まえ、避難所

運営や、高齢者や障がい者など避難生活に特に配慮を

要する方に必要な物資について、公助による備蓄を推

進する。

継 続 洪水ハザードマップ

普及促進事業

3,555 豪雨災害から市民の生命を守ることを目的に、洪水時

の迅速かつ円滑な避難に関する事項が記載されている

洪水ハザードマップ（改訂版）の配布及び周知等を行

う。

継 続 小白川住宅・天満

住宅老朽化対策事業

7,491 耐震補強では耐震性の確保が困難である市営住宅につ

いて、入居者の安全を最優先するため、他市営住宅等

への移転事業を行う。

継 続 木造住宅耐震診断

事業

2,036 地震に対する木造住宅の安全性の確保・向上を図るた

め、市民が自己の住宅に行う耐震診断を対象に市が募

集し、業務委託で実施することにより、費用の一部を

支援する。

継 続 木造住宅耐震改修

事業

6,639 地震に対する木造住宅の安全性の確保・向上を図るた

め、市民が自己の住宅に行う耐震改修工事に対し補助

を行う。

継 続 河川緊急浚渫事業 15,000 近年の大雨による河川氾濫の浸水被害を防止すること

を目的に、堆積土砂の除去及び樹木伐採等、河川の浚

渫を行う。

継 続 下水道（雨水）整備

事業

（公共下水道事業会計）

1,087,804 近年多発する豪雨や都市化に伴う浸水被害の防止、軽

減を図るため、雨水を河川等へ排除するための下水道

（雨水）施設の整備を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 排水ポンプ車導入・

運用事業

1,991 近年の大雨による浸水被害の軽減を図ることを目的

に、排水ポンプ車を配備し、有事に備え、排水ポンプ

車の排水訓練の実施及び維持管理を行う。

継 続 市街地浸水対策事業

（公共下水道事業会計）

110,711 集中豪雨の頻発化、激甚化による中心市街地の浸水被

害の軽減を図るため、雨水施設への接続箇所の増設や

集水機能の強化工事を行う。

継 続 消防本部車両等整 

備事業

142,334 消防本部車両等整備計画に基づき、更新基準年または

走行距離数を超過した車両を優先に更新するととも

に、消防用車両の安全基準に基づき整備する。（高規格

救急自動車１台、化学消防ポンプ自動車１台、梯子車

オーバーホール１台）

継 続 消防団車両等整備

事業

16,000 消防団車両等整備計画に基づき、更新基準年を超過し

た車両を優先に、消防団の統廃合または共同運用計画

等を考慮し、順次更新する。（小型動力ポンプ付積載車

１台、小型動力ポンプ付軽積載車１台）

継 続 救急救命士養成事業 10,470 高度な応急措置を実施することで救命率の向上を図る

ため、救急隊１隊に２名以上の救急救命士を配置でき

るよう、年次計画で養成する。

継 続 応急手当普及啓発

推進事業

1,237 市民に対する応急手当講習の開催、指導者の派遣等を

行うとともに、応急手当普及員等の指導者を計画的に

養成し、市民が心肺蘇生法やAEDの取り扱い方法を

正しく理解し、実施できるようにすることで、救命効

果の向上を図る。また、新たにイベント開催時に

AEDの貸出を行う。

継 続 上下水道広域化推 

進事業

（水道事業会計）

340 施設の更新費用や運転経費等の効率化による経営基盤

の強化を図るため、水道事業及び下水道事業の広域化

に向けた検討を進める。

継 続 上下水道部災害対策

強化事業

（水道事業会計）

27,754 災害時における初期の応急給水活動と応急復旧の更な

る強化を図るための市避難所の受水槽を活用する施設

整備を行うとともに、配水ブロックの整備を進める。

計 4,379,965



― 66 ―

⑻　環 境 保 全

　脱炭素・循環型社会の推進については、脱炭素社会の形成に向けた

活動の推進として、「2050年ゼロカーボンシティ」の実現に向け、家

庭生活や事業活動における温室効果ガス排出の削減につながる行動変

容を促すため、普及啓発を行う。

　また、再生可能エネルギーの導入を促進するため、住宅等への太陽

光発電設備と蓄電池の併設や地中熱利用空調設備の設置に対する補

助、及び地球温暖化対策の推進のため、高水準の気密・断熱性能を有

する住宅の建築等に対する補助を継続する。

　循環型社会の推進では、ごみの減量とリサイクルを推進するため、

古紙類の集積所回収や雑がみ回収広報袋の作成・配布により、古紙類

の分別・資源化を図るとともに、町内会やPTA等が行う資源回収に

対し、引き続き助成する。

　また、上野最終処分場の埋立作業の効率化や埋立容量の増加等を図

るため、第二期整備に向けて引き続き環境影響調査を行う。

　自然との共生では、有害鳥獣による生活環境被害防止のため、クマ

等出没注意喚起の強化、カラスの追い払い及び鳥獣被害対策の研究・

指導を行うとともに、地域が一体となり自らがその対策に取り組む活

動に対し、引き続き補助を行う。



― 67 ―

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 木質バイオマス需

要拡大支援事業

（併記）

2,500 森林資源の有効活用に向け、ペレットストーブ及び薪

ストーブを設置した場合に補助を行う。ゼロカーボン

シティ貢献枠を創設し、市産材を利用する住宅や省エ

ネ健康促進住宅といった市の施策に沿った住宅に薪ス

トーブ等を設置する場合、優先的に補助する。

（③1,500千円）

拡 充 森林経営管理推進

事業

（併記）

27,326 これまで取り組んできた大字上宝沢のモデル地区にお

いて、経営管理権集積計画を作成した森林の間伐事業

を実施する。また、令和４年度からは、市内一円にお

いて優先度の高い地区から計画的に意向調査を実施

し、市への委託を希望する森林の境界確認測量及び集

積計画作成を実施する。（③7,280千円）

拡 充 市 産 材 利 用 拡 大 

促進事業

（併記）

17,550 適切な森林整備や木材関連産業の活性化を目的に、市産

材を一定量以上使用した新築住宅の建築に対し補助を行

う。移住・子育て世帯等には加算補助を行う。ゼロカー

ボンシティ貢献加算枠を創設し、より多くの市産材を使

用する方への補助を拡充する。（③16,029千円）

拡 充 山形市地域公共交 

通計画推進事業

（併記）

10,739 令和２年度策定の「山形市地域公共交通計画」に基づ

き、多様な交通手段による総合的かつ効果的な公共交

通ネットワークの構築を目的に、令和４年度はモデル

地区２地区を対象に新たな公共交通の実証運行を行

う。また、２地区においては導入に向けた協議・検討

を継続して行う。

継 続 「脱炭素社会（ゼロ

カーボン）」実現推

進事業

4,482 「2050年ゼロカーボンシティ」の実現に向け、家庭生

活や事業活動における温室効果ガス削減につながる行

動変容を促すための普及・啓発事業を実施する。

継 続 再生可能エネルギー

導入・活用促進事業

36 温室効果ガスの排出削減目標の達成に向け、事業者へ

の情報提供や先進地の調査を行う。

継 続 太陽光発電・地中熱

利用空調設備導入 

補助事業

36,232 地球温暖化対策の推進のため、住宅等への太陽光発電

設備と蓄電池の併設や、地中熱利用空調設備の設置に

補助を行う。

継 続 省エネ健康促進住

宅補助事業

（併記）

7,683 地球温暖化対策の推進のため、高水準の気密・断熱性

能を有する新築住宅の建築等に補助を行う。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 食育・地産地消推 

進事業

（併記）

4,014 食育・地産地消推進のため、野菜ソムリエと連携した

市産農産物のPRや、専門家による食文化に関する講

話、市民団体等による食育推進活動の取組事例紹介等

を行う。また、飲食店等を「山形市地産地消の店」と

して認定し、地元農産物のPR及び消費拡大を図る。

また、令和５年度から５年間の目標を設定した「第３

次山形市食育・地産地消推進計画」を策定する。

継 続 市産材安定供給に

向 け た 森 林 整 備 

促進事業

（併記）

16,456 木材の利用促進や森林の有する多面的機能の維持・保

全を図るため、市有林の間伐、下刈りの森林施業を行

うほか、民有林において、皆伐再造林後の保育施業を

実施する者への支援を行う。

継 続 事業系一般廃棄物

削減対策事業

180 資源物の分別徹底により事業系一般廃棄物の減量を図

るため、エネルギー回収施設での搬入物検査、排出事

業者への訪問指導を行う。

継 続 集団資源回収推進

事業

53,681 ごみの減量とリサイクルを推進するため、町内会や

PTA等による資源回収に助成を行う。

継 続 生ごみ処理機等購入

支援事業

2,356 ごみの減量を推進するため、生ごみ処理機等の購入に

補助を行うほか、乾燥生ごみと野菜の交換事業「生ご

みやさいクル事業」を実施する。

継 続 古紙回収支援事業 85,161 ごみの減量とリサイクルを推進するため、古紙類の集

積所回収や、雑がみ回収広報袋の作成・配布により、

古紙類の分別・資源化を図る。

継 続 ごみ減量・もった

いないねット山形

活動活性化事業

（併記）

1,600 ごみの減量と資源の再利用を推進するため、市民・事

業者・行政が相互に協力連携を図る場として設立した

「ごみ減量・もったいないねット山形」の活動を支援し、

循環型社会の形成を図る。

継 続 上 野 最 終 処 分 場 

第二期整備事業

72,180 埋立容量の増加による長期運用を図るため、第二期整

備に向けて環境影響調査を実施する。

継 続 鳥獣生活環境被害

対策事業

4,859 有害鳥獣による生活環境被害防止のため、クマ等出没

注意喚起の強化、カラスの追い払い及び鳥獣被害対策

の研究・指導を行う。また、地域が一体となり自らが

その対策に取り組む活動に補助を行う。

計 347,035
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⑼　発展計画を推進するための共通基盤づくり

Ａ　チャレンジできる環境の創出

　若者のチャレンジ支援として、創業セミナー、創業ゼミ及び創業

アワードを実施するとともに、新規創業者が行う開業当初の広報や

販売促進等に係る費用の一部を新たに補助し、創業機運の高揚によ

る雇用創出を促進する。

　市民や事業者のチャレンジ支援として、市民が主役となるまちづ

くりを推進するため、地域住民が自ら考え、実践する特色ある地域

づくりへの取組を支援するとともに、新製品や新技術の開発等によ

り、国内外における競争力の強化や将来への飛躍を目指す市内中小

企業に対し補助を行う。

　市職員の意識改革として、若手職員が組織の枠を越えてまとめた

政策を市長へ提案するなど、市の施策へ反映できる機会を設ける。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 Ｑ１プロジェクト

推進事業

（併記）

131,171 令和３年度から整備を進めている第一小学校旧校舎を

活用した創造都市の拠点施設である「やまがたクリエ

イティブシティセンター・Ｑ１」について、令和４年

９月に供用を開始し、山形市が持つ多彩な地域資産を

多くの人との連携により磨き上げ、新たな価値を創造

することによって、中心市街地をはじめとするまちの

発展や地域経済の活性化を目指す。（③41,826千円）

拡 充 労 働 力 確 保・UIJ

ターン就職応援事業

（併記）

8,317 山形への就職を希望する県外進学者等向けに合同企業

説明会、保護者向けセミナー、市内企業見学ツアー等

を開催し、地元企業の情報を発信する。また、新たに

企業と学生のマッチング促進を目的として、インター

ンシップ受入れ時における企業側の意識の向上やノウ

ハウの習得に向けたセミナーや勉強会を開催すること

で、若者の地元定着を図る。（③7,824千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 創 業 支 援 事 業

（併記）

7,112 創業機運を高め開業率を向上し雇用創出を推進するた

め、創業セミナー、創業ゼミ及び創業アワードを一括

して業務委託により実施する。また、新規創業者の情

報発信を支援するため、新たにプロモーション支援補

助金を創設する。（③2,214千円）

拡 充 山形市売上増進支

援センター（Y-ｂiz）

運営事業

（併記）

70,437 産業振興と雇用創出に向けて、中小企業等の売上増進

や販路拡大を図るため、売上増進支援センターY-biz

を運営する。令和４年度は新たなプロジェクトマネー

ジャーが着任するとともに、より効果的・効率的な相

談体制を構築するため、新たにビジネスコーディネー

ターを採用し、伴走型支援の体制強化を図る。

拡 充 山形市中心市街地

活性化戦略推進事業

（併記）

33,369 中心市街地グランドデザインの具現化に向け、中心市

街地活性化戦略本部の運営や、山形エリアマネジメン

ト協議会において、やまがた街なか出店サポートセン

ター事業、街なか情報発信事業等を継続して実施して

いくとともに、新たに山形駅前大通りのテラス化事業

を実施する。

拡 充 新規就農支援事業

（併記）

23,755 新規就農者の経営の安定を図るため、農地借地料や機

械導入費等に対して支援を行う。また、新規就農者の

確保・育成・定着を図るため、新規就農者受入協議会

が行う取組みを支援する。

継 続 若者定着促進事業

（併記）

3,354 大学生の市内企業への就職を促進するため、市内企業

や市内企業に就職した大学卒業生に対してインタ

ビューを実施し、その内容を動画やパンフレット、ウェ

ブサイト等により大学生と市内企業のマッチングに向

けた情報発信を行う。

継 続 起 業 家 教 育 事 業

（併記）

150 将来的な創業者の創出を図るため、市内の高校生を対

象に、創業機運を醸成するための教育プログラム（講

演会等）を実施する。

継 続 地域大学との連携

による学生の街な

か居住推進事業

（併記）

41,433 山形市の中心市街地に所在する空き家や空き店舗等を

リノベーションし、学生専用賃貸住宅（準学生寮）を

供給することにより、中心市街地の活性化を図るため、

国及び県の住宅セーフティネット制度を活用し、住宅

供給等に係る経費（住宅改修及び家賃低廉化に係る経

費）の補助を行う。

継 続 いきいき地域づく

り支援事業

（併記）

10,006 市民が主役となるまちづくりの支援を目的に、特色あ

る地域づくりを行う地区を支援する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 市民活動活性化事業

（併記）

16,929 市民活動の活性化を目的に、寄附を原資とする市民活

動支援基金（コミュニティファンド）を運営し、

NPO法人等の市民活動団体の公益活動に対する支援

を行う。

継 続 ごみ減量・もった

いないねット山形

活動活性化事業

（併記）

1,600 ごみの減量と資源の再利用を推進するため、市民・事

業者・行政が相互に協力連携を図る場として設立した

「ごみ減量・もったいないねット山形」の活動を支援し、

循環型社会の形成を図る。

継 続 地域経済牽引事業

者施設整備補助金

交付事業

（併記）

3,894 地域経済の活性化及び雇用機会の創出を促進するた

め、山形市における産業の集積や技術、人材等の特性

を活用し、地域企業に対する相当の経済効果を及ぼす

地域経済牽引事業に承認を受けた事業者に対し、支援

する。

継 続 チャレンジ企業応援

事業

（併記）

6,011 国内外における競争力の強化や将来への飛躍を目指す

市内中小企業の製品づくり・技術導入・新たな分野へ

の参入を支援することで、本市の産業の活性化を図る。 

なお、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の製品

開発等に新たに取り組む場合には、健康・医療分野に

該当とし、高い補助率を適用し支援する。

継 続 中小企業金融対策

事業

（併記）

2,064,511 中小企業者の経営安定を図るため、融資あっせん事業、

保証料補給及び利子補給を行う。

継 続 安定雇用促進事業

（併記）

840 労働者や求職者の技能向上（資格取得）を推進し、地

元企業の未来を担う人材確保と労働者の安定した雇用

を図る。

継 続 生涯現役促進地域

連携事業

（併記）

5,000 やまがた生涯現役促進地域連携協議会が高年齢者雇用

対策事業を実施するにあたり、年度当初の運転資金に

ついて無利子で貸付を行う。また、市主催による合同

企業説明会等の高年齢者就労促進事業を行う。

継 続 伝 統 的 工 芸 産 業 

後継者育成支援事業

（併記）

3,816 伝統的工芸産業の活性化と後継者育成を支援するた

め、事業者及び修行者に対する支援や学生と職人の交

流事業を実施する。なお、令和３年度に引き続きガバ

メントクラウドファンディングを活用し事業の周知を

図る。

継 続 中 心 市 街 地 新 規 

出店者サポート事業 

（併記）

6,000 中心市街地にある空き店舗の解消を図るため、新規創

業（出店）を行おうとする者を支援し、多様な店舗の

集積により中心市街地の活性化を図る。
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Ｂ　広域連携の推進

　連携中枢都市圏の推進として、近隣の市町と連携し、「経済成長の

けん引」、「高次都市機能の集積・強化」及び「生活関連機能サービ

スの向上」を行うことにより、一定の圏域人口を有し活力ある社会

経済を維持するための拠点の形成を目指す。

　仙山連携の推進では、障がい者などの利用者の利便性向上及び仙

山線の利用促進を図るため、鉄道事業者が実施する北山形駅のバリ

アフリー化整備事業に対し補助を行う。

　また、仙山生活圏の交流促進に向けた取組の更なる充実を図るた

め、仙台市との定期的な意見交換会等を実施し、連携事業等の施策

に反映するとともに、仙山線の利用促進及び利便性向上に係る調査

検討を行い、仙山交通網の充実に向けて関係機関と連携した取組を

実施する。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 担い手育成支援事業

（併記）

6,668 市内農業の担い手となる農業者の育成及び確保を図る

ため、農業後継者、女性農業者、各種農業団体、集落

営農組織の研修事業などを行うとともに、各種農業団

体の活動に対して助成する。また、人・農地プランの

策定に必要な取組みを支援する。

継 続 景観重点地区景観

形成推進事業

（併記）

36,517 重点的に良好な景観の形成及び保全を図ることを目的

に、景観重点地区として指定した地区について、国の

制度を活用し、地区独自の景観形成方針や基準に合致

する修景工事等に対して補助を行う。また、景観重点

地区の指定を目指している地区について、景観まちづ

くり活動を支援する。

継 続 政策提案チャレン

ジ事業

452 若手職員が組織の枠を越えてディスカッションを行

い、まとめた政策を市長をはじめとする幹部職員へ直

接プレゼンテーションし、市の施策へ反映できる機会

を設ける。

計 2,481,342
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Ｃ　協働の推進

　地域自治の推進については、安全・安心な地域コミュニティ活動

の場を確保するため、町内会等が設置する地域集会所の建設、補修

等に対して補助を行う。

　市民活動の推進については、市民活動の活性化を図るため、市民

活動支援基金を運営し、引き続きNPO法人等の市民活動団体の公

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 北山形駅西口公衆 

トイレ（バリアフリー

トイレ）整備事業

（併記）

9,055 北山形駅周辺地区バリアフリー基本構想に基づき北山

形駅西口公衆トイレのバリアフリー整備を行う。

拡 充 山形市地域公共交

通計画推進事業

（併記）

10,739 令和２年度策定の「山形市地域公共交通計画」に基づ

き、多様な交通手段による総合的かつ効果的な公共交

通ネットワークの構築を目的に、令和４年度はモデル

地区２地区を対象に新たな公共交通の実証運行を行

う。また、２地区においては導入に向けた協議・検討

を継続して行う。

拡 充 北山形駅バリアフ

リー化整備補助事業

（併記）

191,181 障がい者などの利用者の利便性向上及び仙山線の利用

促進を図るため、鉄道事業者が実施する北山形駅のバ

リアフリー化整備事業に対し補助を行う。

継 続 公共交通運行事業 

（併記）

51,777 生活交通の確保、地域間交流の促進による地域活性化

を図るため、コミュニティバス等の運行事業を実施す

るとともに、公共交通マップの作成等を通して、公共

交通の利用促進を図る。

継 続 連携中枢都市圏推進

事業

772 近隣の市町と連携し、「経済成長のけん引」、「高次都市

機能の集積・強化」及び「生活関連機能サービスの向

上」を行うことにより、一定の圏域人口を有し活力あ

る社会経済を維持するための拠点の形成を目指す。

継 続 仙山連携推進事業

（仙山交通網整備事業）

2,063 「仙山圏交通網の充実に向けた仙山線の利用促進及び

利便性向上に関するプロジェクト方針」に基づき、仙

山線の利用促進等に向け関係機関と連携した取組事項

を検討及び実施する。

継 続 仙山連携推進事業 

（ 仙山生活圏交流促

進事業）

449 仙山生活圏の交流促進に向けた取組みの更なる充実を

図るため、仙台市との定期的な意見交換会等を実施し、

連携事業等の施策に反映する。

計 266,036
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益活動に対して支援を行う。

　男女共同参画の推進については、男女共同参画社会の実現として、

地域で活躍する女性リーダーの育成及び地元定着を促進するため、

官民が連携し、女性活躍推進のための人材育成プログラムに取り組

む。

　また、地域や職場におけるワーク・ライフ・バランスの推進、及

び男性の家事や育児等への参加を促進するため、企業向けの出前講

座や男性向けの講座を実施し、社会全体で子育てする機運の醸成を

図る。

　性の多様性に関する理解促進では、多様な生き方等に対する認識

を深めるため、市民を対象とする研修会の開催やリーフレットの配

布等により意識啓発を図る。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 官民連携による女

性人材育成事業

12,532 企業版ふるさと納税を活用し、地域で活躍する女性

リーダーの育成及び地元定着を促進するため、官民が

連携し女性活躍推進のための人材育成プログラムに取

り組む。

拡 充 自主防災組織育成

事業

（併記）

12,531 自主防災組織の組織率向上と活動の推進を目的に、自

主防災組織の装備備蓄への補助及び防災訓練等を実施

した自主防災組織に対し報償金を支給するとともに、

地区自主防災組織連絡会活動支援報償金を支給し、活

動支援を行うことで自主防災組織間の連携強化を図

る。また、市内30地区全てで１名以上の防災士が養成

されることを目指し、新たに自主防災組織人材育成事

業費補助金を交付することで、山形県防災士養成講座

を受講し、防災士資格を取得した自主防リーダー又は

同等の活動を行っている方の個人負担軽減を図る。

拡 充 性の多様性に関す

る理解促進と実態

把握

1,029 多様な性、多様な生き方に対する理解や認識を深める

目的で、市民を対象とする研修会の開催やリーフレッ

ト配布及び小中学生用学習資料の改訂・配布により、

違いを理解し認め合うまち山形を目指し意識啓発を図

る。令和４年度からは、新たに多様な性に悩む当事者

及び関係する人から悩みを聴取するなど意見交換を行

い、実態把握に努める。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 コミュニティ支援

事業

（集会所整備等支

援）

7,588 安全・安心な地域コミュニティ活動の場を確保するこ

とを目的に、町内会等が設置する地域集会所の建設、

補修、耐震工事、敷地購入、賃借等に対して補助を行

う。

継 続 町内会等除排雪対 

策事業

4,422 冬期間における安全で快適な生活環境の確保を目的

に、町内の生活道路等の除排雪を実施する町内会等に

対して、除排雪作業への報償金を支給する。

継 続 公衆街路灯助成事業 71,965 地球温暖化の防止と地域の安全・安心を目的に、町内

会等が設置及び維持管理している公衆街路灯の電気料

への補助のほか、公衆街路灯へのLED照明の導入等に

対して補助を行う。

継 続 千歳コミュニティ

センター駐車場拡

幅整備事業

13,100 地域づくりの活動拠点となるコミュニティセンターの

機能を強化するため、令和３年度に造成した土地の舗

装等工事を実施する。

継 続 いきいき地域づく

り支援事業

（併記）

10,006 市民が主役となるまちづくりの支援を目的に、特色あ

る地域づくりを行う地区を支援する。

継 続 市民活動活性化事業

（併記）

16,929 市民活動の活性化を目的に、寄附を原資とする市民活

動支援基金（コミュニティファンド）を運営し、

NPO法人等の市民活動団体の公益活動に対する支援

を行う。

継 続 ごみ減量・もった

いないねット山形

活動活性化事業

（併記）

1,600 ごみの減量と資源の再利用を推進するため、市民・事

業者・行政が相互に協力連携を図る場として設立した

「ごみ減量・もったいないねット山形」の活動を支援し、

循環型社会の形成を図る。

継 続 男女共同参画推進

事業

8,542 性別に関わりなく、個人の個性と能力を十分発揮し、

自由な意思で自らの生き方を選択できる男女共同参画

社会の実現を目的に、男女共同参画に関する作品募集

や男女共同参画に関する講座等を行う。

継 続 社会全体で子育て

する機運醸成事業

（併記）

169 地域や職場におけるワーク・ライフ・バランスの推進

及び男性の家事や育児等への参加を促進するため、企

業向けの出前講座や男性向けの講座を実施し、社会全

体で子育てする機運の醸成を図る。

継 続 女性の健康づくり

支援事業

（併記）

109 女性が思春期、妊娠・出産期、更年期、高齢期等人生の

各段階に応じた適切な健康の保持増進を自ら行うことが

できることを目的に、健康相談及び健康講座を行う。

計 160,522
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Ｄ　行財政改革の推進

　行財政改革の推進については、持続的発展が可能な行政経営と、

山形市発展計画2025の効果的・効率的な推進に向けて、第６次行財

政改革プランに基づき、組織・人材、財源などの限られた経営資源

を有効活用し、引き続き行財政改革の推進を図る。

Ｅ　アフターコロナにおける地方創生の推進

　スマートシティの推進については、スマートシティ推進基本計画

に基づき、地域課題の解決や新たなサービスの創出に向けて取組を

進めるとともに、スマートシティの実現を担う人材を育成する活動

を支援するため、やまがたAI部に対して引き続き補助を行う。

　社会・産業分野における推進では、介護現場において、ロボットや

ICT等のデジタル技術を活用した生産性向上に取り組み、業務の効率化

等による介護サービスの質の向上や介護人材の確保と定着を促進する。

　また、マイナンバーカードの普及を促進するため、市民サロンに

申請等の窓口を設置するとともに、利便性の向上を図るため、AI

電話による交付予約を実施する。

　教育分野における推進では、小中学校におけるタブレット端末を

活用したICT教育を推進するとともに、インターネット環境の整っ

ていない家庭に対しモバイルルーターを貸し出し、家庭におけるオ

ンライン学習の推進を図る。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 山形市第６次行財

政改革プラン推進

事業

43 持続的発展が可能な行政経営と、山形市発展計画2025

の効果的・効率的な推進に向けて、組織・人材、財源な

どの限られた経営資源を有効活用するため、令和２年度

に策定したプランに基づき、行財政改革を推進する。

計 43
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　また、ICT機器の効果的な運用・助言及び児童生徒の操作等を支

援するため、ICT支援員を配置し、支援体制の充実を図る。

　行政のデジタル化については、令和６年１月の新基幹システム稼

働を目指し、令和４年度はデータ移行を行う。システムの構築にあ

たっては、行政DXの一環として、国の標準化を念頭に手続きのオ

ンライン化を進め、「行かない」、「書かない」、「迷わない」市役所の実

現を目指す。

　また、AI等の活用による行政事務の効率化を図るため、RPAツー

ルを導入し、複数のアプリケーションをまたぐ作業等の効率化及び

適正化を図る。

　ICTを活用した市民サービスの向上では、聴覚や言語機能等の障が

いにより意思疎通を図ることに支障がある人を支援するため、窓口に

手話通訳者を配置するとともに、自宅に居ながら市へ問い合わせがで

きるよう、タブレット端末を使用した遠隔手話通訳を引き続き行う。

区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

新 規 移住支援窓口機能

強化事業

（併記）

5,640 三大都市圏に所在する民間企業の社員の受け入れを行

い、移住支援窓口業務に民間企業の専門知識・業務経

験・人脈・ノウハウ等を活かす。

拡 充 マイナンバーカード 

普及促進事業

112,663 マイナンバーカードの交付にあたり、平日の窓口延長

や休日窓口の開設を行う。また、市民サロンに窓口を

設置することで、新型コロナウイルスの感染リスクの

低減を図りながら、マイナンバーカードの普及を促進

する。令和４年度は、想定交付枚数を38,500枚から

55,500枚へ引き上げるとともに、ＡＩ電話による交付

予約を実施することで利便性の向上を図る。

拡 充 介護現場革新事業 6,997 介護職員との適切な役割分担のもと、ロボット・ICT

等のデジタル技術の活用を促進することにより、介護

人材不足に対応し、あわせて介護サービスの質の向上

を図る取組みを中心に、介護現場の革新に向けた総合

的な取組みを実施する。令和４年度は、徹底的な伴走

支援により生産性向上に取り組み、全国のモデルとな

るような事業所づくりやフォローアップ研修等を行

い、業務の効率化等による介護サービスの質の向上や

介護人材の確保と定着を促進する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 山形市地域公共交 

通計画推進事業

（併記）

10,739 令和２年度策定の「山形市地域公共交通計画」に基づ

き、多様な交通手段による総合的かつ効果的な公共交

通ネットワークの構築を目的に、令和４年度はモデル

地区２地区を対象に新たな公共交通の実証運行を行

う。また、２地区においては導入に向けた協議・検討

を継続して行う。

拡 充 山形市中心市街地

活性化戦略推進事業

（併記）

33,369 中心市街地グランドデザインの具現化に向け、中心市

街地活性化戦略本部の運営や、山形エリアマネジメン

ト協議会において、やまがた街なか出店サポートセン

ター事業、街なか情報発信事業等を継続して実施して

いくとともに、新たに山形駅前大通りのテラス化事業

を実施する。

拡 充 家庭学習のための

通信機器整備支援

事業

（併記）

14,571 オンライン家庭学習を進めるにあたり家庭のインター

ネット環境を整備するため、環境の整っていない家庭

に対しモバイルルーターを貸し出す。令和４年度は家

庭学習対象学年を拡大する。

（③小５以上→④小３以上）（③6,716千円）

拡 充 RPAツール導入に

よる作業効率化等

支援事業

3,725 AI等の活用による行政事務の効率化を図るため、RPA

ツールを導入し、複数のアプリケーションをまたぐ 

作業等の効率化及び適正化を図る。(シナリオ数③24

本→④29本)

拡 充 移住・定着促進事業

（併記）

13,773 移住コンシェルジュによる相談や情報発信を引き続き

行うとともに、山形市での暮らしに興味・関心を持っ

た方に対し、希望に応じた暮らしを体験できるオー

ダーメイド型の移住体験ツアーを新たに実施する。

拡 充 労 働 力 確 保・UIJ

ターン就職応援事業

（併記）

8,317 山形への就職を希望する県外進学者等向けに合同企業

説明会、保護者向けセミナー、市内企業見学ツアー等

を開催し、地元企業の情報を発信する。また、新たに

企業と学生のマッチング促進を目的として、インター

ンシップ受入れ時における企業側の意識の向上やノウ

ハウの習得に向けたセミナーや勉強会を開催すること

で、若者の地元定着を図る。（③7,824千円）

拡 充 創 業 支 援 事 業

（併記）

7,112 創業機運を高め開業率を向上し雇用創出を推進するた

め、創業セミナー、創業ゼミ及び創業アワードを一括

して業務委託により実施する。また、新規創業者の情

報発信を支援するため、新たにプロモーション支援補

助金を創設する。（③2,214千円）
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

拡 充 Ｑ１プロジェクト

推進事業

（併記）

131,171 令和３年度から整備を進めている第一小学校旧校舎を

活用した創造都市の拠点施設である「やまがたクリエ

イティブシティセンター・Ｑ１」について、令和４年

９月に供用を開始し、山形市が持つ多彩な地域資産を

多くの人との連携により磨き上げ、新たな価値を創造

することによって、中心市街地をはじめとするまちの

発展や地域経済の活性化を目指す。（③41,826千円）

継 続 スマートシティ推

進事業

2,009 スマートシティ推進基本計画に基づき、地域課題の解

決や新たなサービスの創出に向けてスマートシティの

取組みを進めるとともに、スマートシティの実現を担

う人材を育成する活動を支援するため、やまがたAI

部に対して引き続き補助を行う。

継 続 スマート農業推進

事業

3,881 作業負担を軽減するアシストスーツ等農業機械・用具

の導入費に対して支援する。さらにドローンを活用し

たセンシング（圃場分析）技術の導入やドローン操縦

に必要な資格取得に対して支援する。

継 続 市立小・中学校タ

ブレット導入事業

（併記）

164,161 国のGIGAスクール構想に基づき、市立小中学校にお

いてタブレット端末を活用したICT教育の推進を図

る。

継 続 情報ネットワーク

運用支援事業

（併記）

31,799 情報ネットワークを活用した授業等に対するICT機器

の効果的な運用及び必要な助言、児童生徒の情報機器

操作等を支援するために、ICT支援員を16名配置し、

市立小中学校に対する支援体制の充実を図る。

継 続 新 聞 記 事 デ ー タ

ベース活用モデル

事業

（併記）

330 市立中学校の生徒が使用するタブレット端末で「記事

データベース検索」ができるようにすることにより、

生徒の情報活用能力や郷土愛を育成する。その検証の

ため、モデル事業を行う。

継 続 スマートスクール

推進事業

（併記）

813 「ICT×地域・企業×学校」の協働により、変化の激

しいこれからの社会において、地域課題を解決するこ

とができる人材を育成するため、ICT教育に係る外部

専門機関及び外部人材を活用するとともに、高等教育

機関や産業界と連携を行う。

継 続 新基幹システム構 

築運用事業

17 令和６年１月の新基幹システムの稼働を目指し、令和

４年度はデータ移行等を行う。新基幹システムの構築

にあたっては、行政DXの一環として国の標準化を念

頭に手続きのオンライン化を進め、「行かない」、「書か

ない」、「迷わない」市役所の実現を目指す。(債務負担

行為設定)
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 在住外国人支援事業 

（併記）

676 就労をきっかけに山形市に来た外国人の定住を促進す

るため、在住外国人の支援充実を図り、海外からやっ

てくる労働者の転入先として魅力のある市を目指す。

継 続 映像によるシティ

ブランディング推

進事業（併記）

5,376 令和３年度に引き続き、山形市の魅力を伝える動画コ

ンテンツを制作するとともに、広く情報発信を行い、

地域ブランディングを推進する。

継 続 社会全体で子育て

する機運醸成事業

（併記）

169 地域や職場におけるワーク・ライフ・バランスの推進

及び男性の家事や育児等への参加を促進するため、企

業向けの出前講座や男性向けの講座を実施し、社会全

体で子育てする機運の醸成を図る。

継 続 AIに よ る ケ ア プ 

ラン作成支援モデ

ル事業

（併記）

（介護保険事業会計）

606 ケアマネジャー等がAIを活用して、介護予防・自立

支援に資する適切なケアマネジメントを行うことがで

きる体制を構築するため、モデル事業としてAIケア

プラン作成支援システムを試行する居宅介護支援事業

所に対して補助を行う。

継 続 意思疎通支援事業

（併記）

9,018 聴覚、言語機能、音声機能等の障がいのため、意思疎

通を図ることに支障がある人とその他の人の意思疎通

を仲介するために、窓口に手話通訳者を配置するとと

もに、手話通訳者や要約筆記者の派遣等を行う。また、

自宅に居ながら手話を使用し市へ問い合わせができる

よう、タブレット端末を使用した遠隔手話通訳を行う。

継 続 観光地環境整備事業 

（併記）

11,218 山形市の観光施設全般の整備を行う。①蔵王を国際競

争力の高いスキーリゾートへグレードアップするた

め、官民一体となったハード・ソフト両面からの整備

を行う。②山寺地区の観光案内の多元化に取り組む。

③その他、観光案内、登山道等の整備を行う。

継 続 日本一の観光案内

推進事業

（併記）

19,928 観光案内所に外国語対応スタッフの常駐を行い、外国

人観光客に対しても温かみのある対応と顔が見える

サービスを提供する。また、やまがた観光ガイドブッ

ク「やまがたり」や、令和３年度に導入した「AIを

活用した観光案内システム」を活用し、観光客の利便

性や満足度を高め、質の高い観光情報を提供する。

継 続 済生館健康増進事業

（併記）

（ 市立病院済生館事

業会計）

309 「健康医療先進都市」の実現に向けて、院内レストラ

ンにおいてヘルシーで栄養バランスの取れたメニュー

の提供を行う。

継 続 健康講座および両

親教室のオンライ

ン化推進事業

（ 市立病院済生館事

業会計）

97 「健康医療先進都市」の実現に向けて、健康増進、疾

病予防等の啓発を目的とした市民健康講座のオンライ

ン開催や、妊娠中から出産、産後まで安心して過ごせ

るように妊婦及び父親対象の両親クラスを実施する。
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区分 事　業　名 予算額（千円） 概　　　　　　　　　　要

継 続 移住者対象給付事業

（併記）

5,000 山形市への移住・定着を促進するため移住者に対して

支援金を交付し、移住希望者等の経済的な負担軽減を

図る。

継 続 定住者向け奨学金

返還支援事業

（併記）

9,809 奨学金の返還支援を通して、山形市に定着・就職する

若者やＵターン就職者の増を見込むとともに、地元企

業の人材不足の解消を図る。

継 続 山形ブランドメン

バーズ事業

（併記）

17,939 ふるさと納税の寄附者等の関係人口に対し、山形の特

産品や観光地、イベント、歴史・文化、移住・定住に

関する情報を継続的に発信するとともに、それらの学

習・体験を促すことで、山形ブランド等の認知度及び

ブランド力の向上並びに地域経済の活性化を図る。

継 続 ふるさと納税推進

事業

（併記）

1,031,464 特産品の周知と地場産業の振興を図るとともに、より

魅力的なお礼の品の充実を図ることで寄附金額の確保

に取り組み、山形市への応援として託された寄附金を

寄附者が選択した使い道に応じて各施策へ有効活用する。

継 続 企業誘致・立地促 

進事業

（併記）

2,423,813 魅力ある雇用機会の創出と産業の振興を図るため、山

形市への企業の立地・誘致を促進する。

（貸付対象23社　③24社）

継 続 起 業 家 教 育 事 業

（併記）

150 将来的な創業者の創出を図るため、市内の高校生を対

象に、創業機運を醸成するための教育プログラム（講

演会等）を実施する。

継 続 若者定着促進事業

（併記）

3,354 大学生の市内企業への就職を促進するため、市内企業

や市内企業に就職した大学卒業生に対してインタ

ビューを実施し、その内容を動画やパンフレット、ウェ

ブサイト等により大学生と市内企業のマッチングに向

けた情報発信を行う。

継 続 地域大学との連携

による学生の街な

か居住推進事業

（併記）

41,433 山形市の中心市街地に所在する空き家や空き店舗等を

リノベーションし、学生専用賃貸住宅（準学生寮）を

供給することにより、中心市街地の活性化を図るため、

国及び県の住宅セーフティネット制度を活用し、住宅

供給等に係る経費（住宅改修及び家賃低廉化に係る経

費）の補助を行う。

計 4,131,446
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一般会計 事業分 臨時財政対策債
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
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